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目
次
①

１

事例１

株
式
会
社
野
菜
く
ら
ぶ

【
群
馬
県
・
農
業
法
人
】

Ｐ３

経
営
理
念
を
持
ち
、

経
営
を
数
字
で

分
析
し
て
決
断
で
き
る

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

プ
ロ
農
家
に
よ
る

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

独
立
就
農
に
向
け
た
研
修

自
学
自
習
を
基
本
と
し
た

プ
ロ
農
家
に
よ
る

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

独
立
就
農
支
援
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

基
本
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
た
者

定
員
な
し

１
年
以
上

（概
ね
2
年
以
内
）

・研
修
先
農
家
で
の
実
習

・自
学
自
習
及
び

社
員
か
ら
直
接
指
導

事例２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

【
熊
本
県
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
】

Ｐ７

個
性
的
で
能
力
の
あ
る

農
業
に
対
す
る

情
熱
を
持
っ
た
人
材

農
業
経
営
者
の
地
域
に

溶
け
込
む
力
と
実
践
的

農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
研
修

プ
ロ
農
家
の
視
点
で
構
成

さ
れ
た
経
営
だ
け
で
な
く
、

農
作
業
安
全
、
農
業
気
象
、

村
社
会
な
ど
が
学
べ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

農
業
に
対
し
て
熱
い

思
い
を
持
つ
健
康
な
者
、

普
通
自
動
車
免
許

（Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）、

定
員
な
し

１
年
又
は
２
年

・受
入
農
家
で
の

栽
培
実
習
と
経
営
に

関
す
る
講
義

事例３

株
式
会
社
誠
和

【
栃
木
県
・
農
業
施
設
園
芸
資
材
企
業
】

Ｐ１１

施
設
栽
培
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
人
材

先
進
的
な
園
芸
施
設
を

活
用
し
た
施
設
栽
培
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
研
修

最
先
端
の
園
芸
施
設
で

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
栽
培
・

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
学
べ
る

施
設
栽
培
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

向
け
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

18
歳
以
上
50
歳

未
満
で
心
身
共
に

健
康
で
あ
る
者
18
名

１
年
又
は
２
年

・全
寮
制

・栽
培
実
習

・講
義

・卒
業
発
表

事例５

一
般
社
団
法
人

ア
グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン

【
東
京
都
・
一
般
社
団
法
人
】

Ｐ１９

次
世
代
を
担
う

農
業
経
営
者
と
地
域
農
業

の
リ
ー
ダ
ー
人
材

全
寮
制
で
行
う

農
業
経
営
の
知
識
の

習
得
と
他
業
種
の
企
業
で
の

現
地
実
習

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
全
寮
制
で

学
ぶ
若
手
就
農
希
望
者
向
け

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

募
集
停
止

2
年
間

・全
寮
制

・講
義

・現
地
実
習

・卒
業
研
究

高
度
化
・複
雑
化
す
る

経
営
に
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
人
材

仕
事
を
し
な
が
ら
経
営
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
会
計
が

学
べ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

経
営
者
の
発
展
段
階
や

経
営
規
模
に
応
じ
た

農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

農
業
経
営
者
、

農
業
法
人
の
幹
部
社
員
他

20
名
先
着
順

（各
講
座
同
様
）

各
講
座
1
か
月
半

～
2
か
月

オ
ン
ラ
イ
ン

事
例
に
基
づ
く

講
義
と
事
例
研
究

事例４

学
校
法
人
有
坂
中
央
学
園

専
門
学
校
中
央
農
業
大
学
校

【
群
馬
県
・
学
校
法
人
】

Ｐ１５

農
業
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
自
ら
の
道
を

切
り
拓
く
こ
と
が

で
き
る
人
材

生
産
し
た
農
産
物
の

六
次
産
業
化
で
実
践
的
に

稼
ぐ
力
を
磨
く
研
修

栽
培
と
経
営
に
関
す
る

知
識
習
得
だ
け
で
な
く
、

6
次
産
業
化
な
ど
で

実
際
に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
を

学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

高
校
卒
業
見
込
み

高
校
卒
業
し
た
者
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

２
年
制
コ
ー
ス

40
名

４
年
制
コ
ー
ス

10
名

2
年
制
又
は

4
年
制

・通
学
制

・講
義

・実
習

・企
業
連
携
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目
次
②

事例９

株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行

【
山
梨
県
・
地
方
銀
行
】

Ｐ３５

原
価
を
把
握
し
て
販
売
先

と
価
格
交
渉
が
で
き
る

企
業
的
農
業
経
営

が
で
き
る
人
材

地
方
銀
行
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

企
業
的
農
業
経
営
力

が
学
べ
る
研
修

原
価
計
算
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
経
営
、
流
通
、

人
材
、
財
務
な
ど
が
学
べ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

応
募
要
件
な
し

40
名

1
か
月
半
程
度

・オ
ン
ラ
イ
ン

・講
義

・事
例
研
究

事例１０

公
益
財
団
法
人

い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援
機
構

【
石
川
県
・
公
益
財
団
法
人
】

Ｐ３９

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

長
け
た
企
業
的
経
営
感
覚

を
持
つ
人
材

就
農
希
望
者
か
ら

プ
ロ
農
業
者
ま
で

県
内
農
業
に
携
わ
る

人
材
育
成
（新
規
就
農
、
経

営
強
化
な
ど
）研
修

就
農
に
必
要
な
基
礎
技
術
・知
識

の
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
及
び

経
営
力
強
化
を
中
心
に

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

総
合
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（経
営
強
化
）県
出
先
機
関

か
ら
の
推
薦
・10
名
程
度

※

就
農
希
望
コ
ー
ス
は
別
途

要
件
あ
り

（経
営
強
化
）

10
か
月

※

就
農
希
望
コ
ー
ス

は
１
年

・対
面

・講
義

・現
地
視
察

・発
表
会

事例１１

公
益
社
団
法
人

ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構

【
兵
庫
県
・
公
益
社
団
法
人
】

Ｐ４３

地
域
の
牽
引
役
と
な
れ
る

企
業
的
経
営
感
覚
に

富
む
人
材

県
内
農
業
を
牽
引
で
き
る

経
営
感
覚
に
優
れ
た

農
業
経
営
者
向
け
研
修

経
営
計
画
書
作
成
を
メ
イ
ン
に

労
務
、
経
営
管
理
等
が
学
べ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（個
人
）55
歳
未
満
の

認
定
農
業
者
、

青
年
農
業
士

（法
人
）代
表
者
又
は

準
ず
る
者

8
か
月
程
度

・対
面

・講
義

・現
地
指
導

・現
地
視
察

事例６

株
式
会
社
マ
イ
フ
ァ
ー
ム

【
京
都
府
・
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
】

Ｐ２３

（
注
）

独
立
就
農
、
農
業
知
識
の

習
得
、
自
産
自
消
な
ど

様
々
な
形
で
農
業
と

関
わ
る
人
材

農
業
未
経
験
者
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
人
生
を

選
ん
で
実
践
で
き
る

力
が
育
つ
研
修

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
農
業
を

す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
く
て
も

就
農
で
き
る
力
が
つ
く

総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・応
募
要
件
は
、
特
に
な
し

・関
東
校

60
名

・関
西
校

40
名

1
年
又
は

1
年
5
か
月

・オ
ン
ラ
イ
ン

・農
業
技
術

・農
業
経
営

・栽
培
実
習

事例７

ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
株
式
会
社

【
東
京
都
・
農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
事
業
者
】

Ｐ２７

（
注
）

自
ら
考
え
て
未
来
を

決
め
る
経
営
戦
略
を

持
っ
た
日
本
農
業
の

将
来
を
担
う
ト
ッ
プ
人
材

農
業
界
の
ト
ッ
プ
経
営
者

支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
完
全
招
待
制
の

研
究
会

異
業
種
と
の
連
携
や

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て

稼
ぐ
力
を
つ
け
る

完
全
招
待
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

会
員
か
ら
の
紹
介
又
は

当
社
か
ら
の
推
薦

定
員
：特
に
な
し

特
に
な
し

・対
面

・事
例
研
究

・意
見
交
換

事例８

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

【
東
京
都
・
大
手
銀
行
系
コ
ン
サ
ル
事
業
者
】

Ｐ３１

県
内
の
ト
ッ
プ
層
を

目
指
す
農
業
経
営
が

で
き
る
人
材

大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ
の

社
会
経
済
や
政
策
研
究
の

成
果
を
生
か
し
た

県
内
ト
ッ
プ
を
目
指
す

農
業
経
営
者
向
け
研
修

財
務
、
組
織
・人
材
の
講
義
と

講
義
テ
ー
マ
に
即
し
た

長
時
間
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
、

先
進
的
な
農
業
法
人
の
視
察
を

組
み
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

概
ね
10
年
以
上
の

農
業
経
験
年
数
を
有
し
、

売
上
額
が
約
５
千
万
円

以
上
の
40
歳
代
ま
で
の

農
業
経
営
者
10
名
程
度

5
か
月
間

・対
面

・講
義

・現
地
視
察

・グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・発
表
会

2

（
注
）
株
式
会
社
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
と
ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
株
式
会
社
は
、
農
業
経
営
塾
の
取
組
事
例
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。



農
業
法
人
に
よ
る
取
組

３

株
式
会
社

野
菜
く
ら
ぶ

プ
ロ
農
家
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

独
立
就
農
に
向
け
た
研
修

（
群
馬
県
）



プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
、
研
修
期
間
中
に
当
社
が
や
る
べ
き
こ

と
及
び
研
修
生
が
や
る
べ
き
こ
と
は
「運
営
目
的
と
や
る
べ

き
こ
と
」と
題
し
て
文
書
化
さ
れ
て
い
る
。
目
的
は
、
「将
来
、

自
分
の
力
で
農
業
を
続
け
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
を
、

農
業
技
術
の
習
得
か
ら
独
立
後
ま
で
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
共
に
汗
を
流
せ
る
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
社
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
研

修
生
が
独
立
す
る
の
に
必
要
な
技
術
面
、
環
境
面
に
加
え
て

資
金
面
で
の
支
援
で
、
研
修
生
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
農
業
経

営
に
必
要
な
知
識
・技
能
の
習
得
に
加
え
、
当
社
の
経
営
理

念
の
理
解
や
人
間
関
係
の
構
築
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

研
修
で
「や
る
べ
き
こ
と
」の
明
確
化

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

独
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

野
菜
等
の
生
産
を
担
う
グ
リ
ン
リ
ー
フ
株
式

会
社
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
契
約
農
家
等

が
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
や
加
工
な
ど
を

担
う
農
業
法
人
が
、
就
農
希
望
者
を
雇
用
し

て
育
成
し
、
独
立
後
も
グ
ル
ー
プ
と
協
働
で

き
る
「
独
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て
販
売
先
へ
の
年
間
安
定
供
給
の
体
制
を

一
層
確
立
し
、
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
目
的
の
も
と
、
こ
れ
か
ら

農
業
経
営
者
と
し
て
独
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
る

栽
培
技
術
・管
理
や
農
業
経
営
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
就
農

希
望
者
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
指
導
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
内
の
生
産
会
社
で
あ
る
グ
リ
ン
リ
ー
フ
で
働
い
て

い
た
１
人
の
青
年
が
、
急
に
会
社
を
辞
め
、
移
住
し
て
就
農
し

た
が
、
１
年
で
離
農
し
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
澤
浦
代
表
は
、

「
農
業
を
続
け
る
に
は
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
の
一
貫
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
が
不
可
欠
」、
「多
く
の
作
業
は
、

待
っ
た
な
し
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
多
く
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
自
律
が
求
め
ら
れ
、
心
も
含
め
た
研
修

が
必
要
」と
い
う
２
つ
の
考
え
に
至
り
、
平
成
１
３
年
に
独
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（以
下
「プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。
）
を
始
め
た
。

経
営
理
念
を
持
ち
、
経
営
を
数
字
で
分
析
し
て
決
断
で
き
る

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

能
動
的
な
就
農
希
望
者
に
限
定

農
業
経
営
者
と
し
て
独
立
し
て
、
そ
の
経
営
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
知
識
・技
能
を
伝
え
る
に
は
、
研
修
期
間

が
最
低
で
も
１
年
以
上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね

２
年
以
内
の
研
修
期
間
で
あ
る
。

独立までのステップ

説 明 会 独立支援プログラムの説明会
↓

選抜試験 面接、作文試験
↓

採用決定 研修先農家、研修品目を選定
↓

試用期間 １か月。農業への適性確認
↓

継続協議 研修継続の可否を相談
↓

本 研 修 契約して本研修を開始
↓

独立協議 独立の形態等を協議
↓

独立準備 資本金の準備
↓

会社設立 独立。野菜くらぶと契約

面
接
時
に
農
業
経
営
の
リ
ア
ル
な
話
や
数
字
を
見
せ
る
と

辞
退
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
や
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
指
導
す

る
た
め
、
研
修
生
数
は
年
間
１
人
程
度
で
あ
り
、
今
年
は
５

年
ぶ
り
の
研
修
生
で
あ
る
。

研
修
生
は
随
時
受
入
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
募

集
や
募
集
チ
ラ
シ
等
の
作
成
は
し
て
お
ら
ず
、
募
集
し
て
か

ら
応
募
し
て
く
る
人
は
そ
の
時
点
で
能
動
的
で
は
な
い
た

め
、
経
営
者
と
し
て
不
適
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
修
生
の
属
性
は
様
々
で
あ
る
が
、
社
会
人

経
験
者
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
生
に
は
青
年
海
外

協
力
隊
員
や
１
級
建
築
士
な
ど
が
い
た
。

研
修
費
用
に
つ
い
て
は
、
研
修
生
が
当
法
人
に
対
し
て
、
預

り
金
と
し
て
３
０
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
研
修

中
に
発
生
す
る
費
用
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
預
り
金
は
、

研
修
終
了
時
に
研
修
生
が
法
人
設
立
す
る
た
め
の
出
資
金
や

個
人
で
独
立
す
る
と
き
の
お
祝
金
と
し
て
同
額
を
研
修
生
へ

支
払
っ
て
い
る
。

４



こ
う
し
て
当
社
と
研
修
生
双
方
の
や
る
べ
き
こ
と
を

明
確
化
し
、
研
修
生
が
安
心
し
て
研
修
で
き
る
よ
う
に

し
て
あ
る
。

５

独
立
後
も
グ
ル
ー
プ
会
社
と
協
働

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
独
立
を
果
た
し
た
深
川
知
久
氏
は
、

富
山
県
で
農
業
と
は
無
縁
の
家
庭
で
育
ち
、
大
学
の
農
学
部

で
修
士
課
程
ま
で
修
了
後
、
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
栽
培

⑤
農
業
機
械
の
基
本
操
作
と
整
備
と
安
全
性
の
講
習
、

⑥
農
薬
の
使
用
と
散
布
方
法
の
講
習
と
い
う
６
項
目
と

な
っ
て
い
る
。

農
業
や
経
営
に
関
す
る
知
識
は
自
学
自
習
を
基
本
と
し

て
し
て
い
る
が
、
日
報
や
面
談
に
よ
り
研
修
状
況
を
把
握

し
、
澤
浦
代
表
を
は
じ
め
社
員
や
研
修
先
農
家
が
必
要
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

自
学
自
習
と
代
表
の
直
接
指
導

研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
①
日
報
の
提
出
、
②
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
や
会
計
士
等
に
よ
る
農
業
経
営
勉
強
会
へ
の
参

加
、
③
月
１
回
の
定
期
面
談
、
④
植
物
医
師
、
土
壌
医
、
気
象

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
、

研修で実際の野菜栽培に取り組む受講生

独
立
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

大
規
模
な
生
産
部
門
を
持
ち
加
工
・流
通
・販
売
ま
で
を
行

う
企
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
強
み
を
生
か
し
、
研
修

生
の
独
立
と
そ
の
農
業
経
営
の
継
続
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
た
め
、

研
修
生
は
は
じ
め
か
ら
会
社
を
設
立
し
て
独
立
就
農
す
る
と

い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
会
社
設
立
の
た
め
の
資
本
金
は
、
研
修
生

が
希
望
す
れ
ば
野
菜
く
ら
ぶ
が
５
０
％
を
出
資
し
た
り
、

独
立
後
に
生
産
し
た
野
菜
等
の
商
品
の
販
路
を
野
菜
く
ら
ぶ

が
確
保
す
る
。
販
路
の
確
保
は
、
一
般
的
な
市
場
出
荷
以

外
の
方
法
に
取
り
組
む
生
産
者
に
と
っ
て
通
常
は
最
も
苦
労

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
研
修
生
は
当
社
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
販
路
確
保
を
約
束
さ
れ
、
ま
ず
は
、
生
産
や
経
営
管

理
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

独
立
す
る
場
合
は
、
野
菜
く
ら
ぶ
と
の
資
本
関
係
、
野
菜
く

ら
ぶ
ブ
ラ
ン
ド
の
使
用
、
販
売
や
手
数
料
、
技
術
指
導
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
定
め
た
業
務
契
約
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
、

販
売
面
、
経
営
面
、
人
事
面
、
技
術
面
で
も
必
要
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

野菜くらぶ 研修生

① 研修生の能力を最大限引き出す ① 野菜くらぶの考え方、経営理念の理解

② 研修生に合った研修スケジュールの作成 ② 社内や地元での良好な人間関係構築

③ 研修先生産者の紹介 ③ 日報提出、不明点や悩み等を隠さず相談

④ 栽培技術の伝授 ④ 栽培技術と段取りを体験を通して学習

⑤ 勉強会の開催 ⑤ 野菜の基礎知識の学習

⑥ 日報や面談による研修経過の把握 ⑥ 農業経営の知識の学習

⑦ 施設等の取得や賃借についての助言 ⑦ 農薬の知識と使用・散布方法の学習

⑧ 独立の際の資金の相談、出資 ⑧ 農業機械の安全な取扱いの学習

⑨ 独立後の販路の確保 ⑨ 自ら畑探し、地元での相談、情報収集

※文は一部要約したものです。 ⑩ 独立の計画策定、独立資金の調達

野菜くらぶと研修生の「やるべきこと」



シ
ス
テ
ム
の
仕
事
に
従
事
し
た
が
、
も
っ
と
農
業
の
現
実
に

即
し
た
何
か
が
必
要
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
、
会
社
の

Ｉ
Ｔ
研
究
会
の
講
師
を
し
て
い
た
澤
浦
代
表
と
出
会
っ
た
こ

と
が
転
機
と
な
っ
た
。
当
社
を
訪
問
す
る
機
会
を
重
ね
、
同

氏
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
話
を
聞
き
「
農
業
を
や
ろ
う
」
と
い
う

決
心
を
固
め
、
退
職
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
し
た
。
研
修
で

は
多
く
の
失
敗
も
し
た
が
先
輩
農
家
の
指
導
を
受
け
て
技

術
習
得
し
、
２
年
後
に
当
社
の
出
資
や
販
路
確
保
等
の
支
援

を
受
け
、
静
岡
県
で
レ
タ
ス
栽
培
の
法
人
を
設
立
、
独
立

を
果
た
し
た
。
独
立
直
後
に
台
風
に
よ
る
塩
害
で
レ
タ
ス
の

収
量
が
予
定
よ
り
半
減
す
る
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

成
長
を
支
え
る
糧
と
な
る
も
の
だ
が
、
経
営
者
の
育
成

は
、
会
社
の
規
模
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
永
遠
の
課
題
。

今
後
も
経
営
者
と
し
て
の
資
質
が
あ
り
、
自
ら
の
力
で

道
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
人
材
育
成
に
は
、
時
間
は
か

か
る
が
、
当
社
は
こ
の
育
成
を
毎
年
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
、
改
善
し
て
い
く
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

６

先
輩
農
家
か
ら
「
芯
が
残
っ
て
い
る
レ
タ
ス
は
大
丈
夫
」

な
ど
対
処
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
乗
り
切
っ
た
。
澤
浦

代
表
か
ら
「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
は
与
え
ら
れ
な

い
」
と
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
支
え
と
な
っ
た
。

今
で
は
約
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
場
で
２
１
人
を
雇
用

す
る
経
営
に
成
長
し
た
深
川
氏
は
、
「
苦
労
や
不
安
は

多
い
が
そ
れ
以
上
に
楽
し
い
。
従
業
員
の
生
活
に
責
任

を
も
っ
て
、
相
応
の
給
料
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
る
。
」
と
話
し
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

「
雇
用
さ
れ
て
働
く
人
と
経
営
者
と
し
て
独
立
し
よ
う

と
す
る
人
は
、
就
農
の
入
口
か
ら
違
う
。
」
と
澤
浦
代
表

は
言
う
。

経
営
者
に
な
れ
る
人
は
、
お
金
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

な
が
ら
も
的
確
な
判
断
が
で
き
、
自
ら
道
を
切
り
拓
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
方
法
を
習
得
す
る
の
と

同
じ
く
ら
い
に
、
経
営
者
の
育
成
は
、
経
営
者
と
し
て

の
資
質
の
あ
る
者
を
見
出
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

同
氏
は
、
「
農
家
で
の
研
修
は
、
多
い
場
合
は
３
か
所

を
経
験
し
て
も
ら
う
。
ど
の
作
物
に
取
り
組
む
か
も
研

修
生
ご
と
に
十
分
検
討
し
て
選
択
す
る
。
研
修
期
間
中

は
自
ら
ほ
ぼ
毎
日
、
研
修
生
に
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
研
修
生

ご
と
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
で
研
修
を
進
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
人
材
育
成
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の

レタス栽培で独立した深川氏（静岡県の農場で）

株式会社 野菜くらぶ

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

群馬県利根郡昭和村赤城原８４５－１

代表取締役 澤浦 彰治

１９９６年１０月

２，８７０百万円（令和４年度実績）

役員１０名、正社員１５名、常勤パート２０名

「感動農業」「人づくり・土づくり」経営理念

農産物等の卸売り、農産物の加工・製造、
作業受託。
取扱農産物等：露地野菜、施設野菜、
工芸農作物

事業内容



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
取
組

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

九
州
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

農
業
経
営
者
の
地
域
に
溶
け
込
む
力
と

実
践
的
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
研
修

（
熊
本
県
）

７



８

応
募
で
き
る
者
は
、
農
業
に
情
熱
を
持
ち
、
人
間
性
が
前

向
き
で
協
調
性
が
あ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
１
週
間
程
度

の
農
業
体
験
（
参
加
者
は
年
間
３
０
～
５
０
人
）
と
面
接
に

よ
り
選
考
し
て
い
る
。
選
考
は
、
研
修
修
了
後
に
独
立
就
農

又
は
雇
用
就
農
が
可
能
で
あ
る
か
を
農
業
体
験
時
の
受
入

農
家
の
評
価
及
び
面
接
時
の
評
価
に
よ
っ
て
行
っ
て
お
り
、

定
員
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
毎
年
５
～
１
０
人
程
度
が

受
講
生
と
な
っ
て
い
る
。

受
講
生
の
特
徴
は
、
年
齢
が
２
０
代
か
ら
５
０
代
ま
で
と
幅

広
い
こ
と
、
女
性
が
約
４
分
の
１
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
か
つ

て
は
熊
本
県
外
出
身
者
が
多
か
っ
た
が
近
年
は
県
内
出
身
者

も
増
え
て
い
る
こ
と
、
社
会
人
経
験
の
あ
る
者
が
多
く
前
職

や
応
募
動
機
も
様
々
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

研
修
期
間
は
１
年
か
ら
２
年
程
度
（習
得
状
況
や
年
齢
等

に
よ
っ
て
異
な
る
が
標
準
的
に
は
２
年
）
で
、
受
講
生
の
負

担
す
る
費
用
は
２
年
で
３
６
万
円
（月
額
１
万
５
千
円
）と
さ

れ
て
い
る
。

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

座
学
と
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
研
修

独
立
就
農
や
雇
用
就
農
を
希
望
す
る
者
を

対
象
に
、
体
系
的
な
農
業
研
修
と
現
役
プ
ロ

農
家
に
よ
る
農
業
実
践
力
の
伝
授
と
と
も
に

熊
本
県
の
就
農
支
援
機
関
と
連
携
し
て
行
う

研
修
に
よ
り
、
新
規
就
農
が
で
き
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

独
立
自
営
農
家
と
し
て
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
人
材

（
地
域
社
会
に
溶
け
込
み
共
同
行
事
な
ど
の
役
割
を
果
た
す

者
）
と
な
る
よ
う
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
独
自
に
作
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
に

基
づ
い
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
行
わ
れ
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

経
営
に
関
す
る
座
学
研
修
と
４
２
戸
の
受
入
農
家
で
行
わ

れ
る
農
業
実
習
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

新
規
就
農
者
と
し
て
独
立
し
、
有
限
会
社
木
之
内
農
園

（
熊
本
県
南
阿
蘇
村
）を
経
営
し
て
い
る
木
之
内
均
氏
は
、
新

規
就
農
者
に
対
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た

が
、
平
成
元
年
当
時
は
、
農
業
人
材
の
育
成
は
行
政
や
学
校

が
行
う
「
後
継
者
育
成
」
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
年
、

農
業
経
営
力
と
と
も
に
経
営
者
と
し
て
地
域
に
溶
け
込
む

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
木
之
内
氏
が
自
身
の
農
園

で
受
講
生
の
受
入
れ
を
開
始
し
、
平
成
１
５
年
に
は
、
よ
り

多
く
の
受
講
生
の
受
入
れ
と
多
様
な
営
農
部
門
に
対
応
す

る
た
め
、
木
之
内
農
園
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基
に
新

た
に
設
立
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ

ン
タ
ー
」
で
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し
た
人
材
育
成
を

開
始
し
た
。
そ
の
後
熊
本
県
外
で
就
農
す
る
受
講
生
が
増
え
、

受
講
生
の
受
入
先
に
県
外
の
農
家
も
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
３
０
年
に
名
称
を
現
在
の
も
の
に
変
更
し
た
。

研修から就農までの流れ

研修前 事前農業体験（１週間程度）

（体験結果と面接による選考）

↓

研修 当法人及び受入れ農家で実施

（研修期間：１～２年程度）

・当法人での集合研修（座学等）

・受入れ農家での農業実践（OJT）

・同時並行して農地探し等の支援

卒業 ↓ ↓

独立就農 雇用就農

受
講
生
の
募
集
は
、
新
・農
業
人
フ
ェ
ア
、
熊
本
県
就
農
相
談

会
、
マ
イ
ナ
ビ
農
林
水
産
フ
ェ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
当
法
人
の

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
希
望
者
か
ら
の
相

談
や
研
修
受
付
に
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
随
時
対
応
し
て
い
る
。

農
業
体
験
と
面
接
を
経
た
受
講
生
選
考

就農イベントでの受講生募集



９

（年
間
５
回
程
度
）の
受
講
も
可
能
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
受
講
生
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
加
え
て
、
受
入
農
家
、
新
規
就
農
相
談
員
及

び
理
事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

農
地
探
し
や
地
域
と
の
橋
渡
し
と
い
っ
た

就
農
フ
ォ
ロ
ー

卒
業
と
同
時
に
就
農
で
き
る
よ
う
に
、
研
修
中
か
ら
、
受
講

生
の
作
物
に
適
し
た
農
地
探
し
、
行
政
な
ど
へ
の
相
談
や

手
続
き
の
調
整
、
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
申
請
な
ど
を

支
援
し
て
い
る
。
特
に
農
地
や
家
探
し
は
、
地
域
の
「顔
」で
も

あ
る
受
入
農
家
の
支
援
が
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
就
農
後
６
年
間
、
半
年
に
１
回
就
農

状
況
報
告
を
受
け
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続
け
る
と

な
る
よ
う
育
成
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
村
社
会
」
の
科
目
に
お
い
て
農
村
社
会
の
特
徴
や
そ
こ

へ
の
溶
け
込
み
方
、
心
構
え
な
ど
も
教
育
さ
れ
て
い
る
。

合
宿
研
修
及
び
集
中
講
座
と
も
に
、
毎
回
、
実
習
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
が
あ
り
、
受
講
生
が
課
題
に
つ
い
て
調

べ
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
作
業
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
実
習
で
は
草
刈
り
、
農
具
や
農
業
機
械
の
使
い
方
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
畝
立
て
と
施
肥
、
植
付
け
と
種
ま
き
、
果
樹

の
手
入
れ
、
農
薬
散
布
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
熊
本
県
内
の
他
の
研
修
機
関
の
受
講
生
と
の
交
流

や
共
通
科
目
の
研
修
の
効
率
的
な
実
施
の
た
め
、
県
内
の

新
規
就
農
者
育
成
機
関
が
合
同
で
実
施
す
る
研
修
会

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
研
修
科
目

年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
る
受
入
れ
農
家
で
の
農
業
実
習

と
当
法
人
に
集
合
し
て
行
わ
れ
る
講
義
・
実
習
に
よ
り
研

修
が
行
わ
れ
る
。

農
業
実
習
は
、
施
設
園
芸
か
ら
果
樹
、
畜
産
、
有
機
農

業
、
さ
ら
に
は
農
業
法
人
、
家
族
経
営
農
家
な
ど
多
様
な

「
受
入
農
家
（
４
２
戸
）
」
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
受
講

生
は
受
入
農
家
に
お
い
て
実
際
の
農
作
業
や
そ
の
農
業
経

営
者
か
ら
受
け
る
指
導
等
を
通
じ
て
栽
培
技
術
等
を
習

得
し
て
い
く
。
受
入
農
家
の
選
定
は
、
研
修
に
入
る
前
に
、

受
講
生
の
希
望
作
物
や
適
性
等
を
も
と
に
、
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
想
定
し
な
が
ら
受
講
生
、
受
入
農
家
、

当
法
人
の
３
者
で
相
談
し
て
決
め
て
お
り
、
選
択
さ
れ
る

作
物
は
野
菜
や
果
樹
が
多
い
。

当
法
人
で
の
講
義
及
び
実
習
は
、
主
に
初
期
の
合
宿
研

修
（
６
日
間
）
及
び
年
間
１
０
回
（
各
１
日
）
の
月
例
集
中

講
座
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
講
師
は
当
法
人
の
役
職
員
の

ほ
か
、
技
術
的
科
目
の
一
部
は
熊
本
県
農
業
大
学
校
な
ど

の
専
門
家
が
務
め
て
い
る
。

研
修
科
目
は
全
部
で
１
６
科
目
あ
り
、
こ
の
う
ち
合
宿
研

修
は
「
農
機
具
と
安
全
作
業
、
農
業
の
種
類
と
農
業
哲
学
、

土
壌
、
農
業
気
象
、
村
社
会
、
経
営
」
の
６
科
目
で
あ
り
、

月
例
集
中
講
座
は
「
農
業
機
械
、
病
害
虫
、
施
設
園
芸
、
土
地

利
用
型
農
業
、
農
業
関
連
機
関
と
農
業
関
連
法
律
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
経
理
、
畜
産
、
果
樹
・
工
芸
作
物
、
造
園
・
そ
の
他

の
農
業
」
の
１
０
科
目
（
毎
回
１
科
目
）
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
目
的
の
ひ
と
つ
が
「
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
人
材
と

合宿研修（初期の６日間）

月例集中講座（毎月１日）

ま
と
め講義 講義

ワーク

ショップ

（実習）

ワーク

ショップ

（実習）

17:30

１限目

休
憩

２限目

昼
食

３限目

休
憩

４限目

夕
食

後
片
付
け

8:00 10:00 10:30 12:00 13:00 15:00 15:30 17:00

休
憩

４限目

実習講義

ま
と
め

夕
食
準
備

昼
食

３限目

講義
又は
ワーク

ショップ

実習

集合研修における１日の時間割

１限目

10:30

休
憩

２限目

起
床

朝
食
準
備

朝
食

後
片
付
け

15:00 15:30 17:00 17:30 18:00 19:006:00 7:00 8:00 10:00 12:00 13:00

受入れ農家で栽培の指導を受ける受講生



と
も
に
、
規
模
拡
大
等
の
た
め
の
農
地
探
し
や
販
売
先
、
営

農
作
物
の
変
更
な
ど
の
相
談
に
は
随
時
、
無
料
で
対
応
し
て

い
る
。

研
修
期
間
中
の
受
講
生
と
受
入
農
家
、
受
講
生
同
士
の
結

び
つ
き
は
強
く
、
卒
業
後
も
受
入
農
家
と
受
講
生
同
士
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
相
互
協
力
や
情
報
交
換
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
今
後
の
農
業
経
営
人
材
育
成
の
た
め
に
は
、
個
性
的

で
魅
力
あ
る
カ
リ
ス
マ
的
な
農
業
経
営
者
が
相
応
の
年
齢

に
な
っ
た
時
、
現
場
を
後
継
者
に
任
せ
て
指
導
者
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
個
性
的
で
能
力
の
あ
る
経
営
者
が
魅
力
あ
る

指
導
者
と
し
て
輩
出
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
行
政
や
関
係
者

が
支
援
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

創
立
者
の
木
之
内
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

農
業
経
営
者
に
必
要
な
能
力
は
、
農
業
経
営
の
理
念
が

あ
る
こ
と
、
経
営
判
断
力
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
指
導
力
、
人
材
の
潜
在
能
力
を
発
見

す
る
能
力
、
そ
し
て
人
間
力
で
あ
る
。

農
業
経
営
人
材
育
成
の
現
状
を
み
る
と
、
そ
う
し
た
総
合
的

な
経
営
能
力
を
育
成
す
る
農
業
分
野
独
自
の
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
他
に
も
、
人
材
育
成
が
助
成
金
や
補
助
金
頼
み

で
行
わ
れ
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
こ
と
、
農
業
法
人
で
も
基
本

的
に
後
継
者
育
成
に
重
点
が
置
か
れ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
人
材
育
成
を
行
う
能
力

の
あ
る
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
人
材
育
成
に
か
か

る
費
用
負
担
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

綿住 輝さん
熊本県阿蘇市
野菜経営（アスパラ）

熊本県阿蘇市でアスパラの

経営を行っている綿住さんは、

株のデイトレーダーを１０年間

経験した後、まったく農業に縁

のない状態で研修に参加した。

そして師匠となる受入れ農家

に出会い、研修を受け、独立

就農することができた。『農業者は自己責任の元、所得や休み、労働時間、

作業工程などにおいて決定権が自らにあります。それゆえの厳しさも多くあ

りますが、ワクワク感の方が数段上です。』と話している。

卒
業
生
は
高
い
割
合
で
就
農

こ
れ
ま
で
の
約
３
０
年
間
で
１
４
６
人
の
独
立
就
農
者
、

１
１
４
人
の
雇
用
就
農
者
を
輩
出
し
て
い
る
（令
和
５
年
１
０

月
現
在
）。
令
和
４
年
度
で
は
５
名
が
卒
業
し
て
熊
本
県
内

で
就
農
し
、
う
ち
４
名
が
独
立
就
農
、
１
名
が
農
業
法
人
で

の
雇
用
就
農
と
な
っ
て
お
り
、
高
い
割
合
で
独
立
就
農
を

達
成
し
て
い
る
。
５
名
の
営
農
類
型
は
野
菜
が
３
名
、
果
樹
が

１
名
、
畜
産
（肉
用
牛
）が
１
名
で
あ
る
。

10

ＮＰＯ法人 九州エコファーマーズセンター

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

熊本県合志市栄３８０２－４ 熊本県農業公園内

理事長 北 正純

２００３年１１月

３０百万円（令和４年度事業高）

役員８名、正社員２名

農業を志す人を新規就農者として育成し、自立
させるために現役農業経営者による研修・指導
を行う実践的研修機関

経営理念

新規就農者育成研修、農業体験、セミナー、食農
教育、地域保全・管理受託、情報発信・広報など
の事業

事業内容



農
業
施
設
園
芸
資
材
企
業
に
よ
る
取
組

11

株
式
会
社
誠
和

先
進
的
な
園
芸
施
設
を
活
用
し
た

施
設
栽
培
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
研
修 （

栃
木
県
）



人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

施
設
栽
培
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
研
修

年
一
作
の
流
れ
を
経
験
で
き
る

栽
培
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
力
も

身
に
付
け
た
施
設
栽
培
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

育
成
の
た
め
、
平
成
２
９
年
か
ら
施
設
園

芸
に
お
け
る
最
先
端
の
技
術
を
備
え
た
施

設
（
ア
グ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誠
和
：
旧
ト
マ

ト
パ
ー
ク
）
で
、
農
業
経
営
に
関
す
る
知
識

と
栽
培
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

受
講
費
用
は
年
間
１
３
２
万
円
で
あ
り
、
研
修
費
、
寮
費
、

食
費
、
教
材
費
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
傷
害
保
険
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。
受
講
期
間
は
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間

で
あ
り
、
研
修
生
に
定
植
か
ら
片
付
け
ま
で
の
年
一
作
の

流
れ
を
経
験
さ
せ
る
目
的
に
加
え
て
、
春
夏
秋
冬
す
べ
て
の

時
期
の
環
境
制
御
を
経
験
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
期
間

と
し
て
い
る
。
受
講
対
象
者
は
、
原
則
１
８
歳
以
上
５
０
歳

未
満
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
農
業

経
験
の
有
無
は
要
件
と
し
て
い
な
い
。
定
員
は
１
８
名
で
、
書

類
選
考
と
面
接
の
上
、
合
否
が
決
ま
る
。

受
講
者
は
、
独
立
就
農
希
望
の
方
や
雇
用
就
農
希
望
者
、

親
元
就
農
希
望
者
、
企
業
派
遣
の
方
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま

た
受
講
を
希
望
す
る
者
の
営
農
類
型
と
し
て
は
、
ト
マ
ト
栽

培
の
後
継
者
が
多
い
が
、
環
境
制
御
を
学
べ
る
理
由
か
ら
花

き
・
い
ち
ご
栽
培
者
に
加
え
て
種
苗
会
社
か
ら
も
学
び
に
来

て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
受
講
生
は
、
そ
の
過
半
数
は
現
在

非
農
家
で
、
新
規
就
農
希
望
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ト
マ
ト
パ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
と
誠
和
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
作
目
の

違
い
以
外
は
研
修
内
容
は
基
本
的
に
共
通
で
あ
り
、
全
寮
制
で

栽
培
実
習
に
加
え
て
農
業
経
営
に
関
す
る
講
義
も
行
う
。

誠
和
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
習
課
程
は
、
１
年
生
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
コ
ー
ス
と
２
年
生
の
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

い
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
で
入
校
し
て
も
、
も
っ
と
学
び

た
い
と
思
え
ば
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
へ
の
編
入
も
可
能
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
初
頭
か
ら
施
設
園
芸
に
関
す
る
先
進
栽
培

技
術
を
蓄
積
し
、
そ
の
成
果
を
生
か
す
べ
く
新
た
な
事
業
と

し
て
「
試
験
・研
究
」
、
「施
設
・見
学
」、
「教
育
・
研
修
」
を
行

う
ト
マ
ト
パ
ー
ク
事
業
を
平
成
２
９
年
に
開
始
し
た
。
そ
の

「
教
育
・
研
修
」
の
中
で
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ト
マ
ト
栽
培

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
講
座
と
し
て
「ト
マ
ト
パ
ー

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
校
し
た
が
、
ト
マ
ト
以
外
の
作
目
を
学

び
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
令
和
５
年
８
月
か
ら

栽
培
作
物
を
ト
マ
ト
に
加
え
て
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
パ
プ
リ

カ
・
イ
チ
ゴ
ま
で
拡
充
し
た
こ
と
に
伴
い
名
称
も
「
誠
和
ア

カ
デ
ミ
ー
」へ
変
更
し
た
。

農
業
経
営
そ
の
も
の
が
実
習
に
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１
年
次
は
、
講
義
と
施
設
内
で
の
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
講
義
時
間
は
、
１
回
あ
た
り
１
２
０
分

で
、
同
社
の
会
議
室
で
週
２
回
（１
３
時
～
１
７
時
）対
面
で

実
施
し
て
い
る
。
講
義
内
容
は
、
植
物
生
理
（
成
り
立
ち
、

植
物
代
謝
、
水
の
役
割
他
）と
栽
培
シ
ス
テ
ム
（培
地
、
作
物

栄
養
、
環
境
整
備
他
、
農
業
簿
記
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
）
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
順
に
学
ぶ
。

実
習
は
、
ア
グ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誠
和
内
で
、
栽
培
実
習
と

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿
度
、
Ｃ
Ｏ
２
、
日
射
量
等
の
環
境
デ
ー

タ
や
、
生
育
調
査
の
デ
ー
タ
な
ど
多
く
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

栽
培
戦
略
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
中
心
だ
。

１
２
月
か
ら
は
、
将
来
の
事
業
計
画
を
つ
く
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
あ
り
、
進
路
に
合
わ
せ
た
計
画
を
立
て
る
。

栽
培
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
実
習

２
年
次
は
、
１
年
目
で
得
た
知
識
と
技
術
を
駆
使
し
て
原

則
と
し
て
一
人
当
た
り
１
０
ａ
の
栽
培
面
積
を
与
え
ら
れ
、

受
講
生
自
身
が
品
種
選
定
か
ら
日
々
の
栽
培
管
理
・
環
境

制
御
設
定
等
を
行
う
こ
と
が
中
心
と
な
る
。

ま
た
、
毎
月
１
回
の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
受
講
生
が
栽
培
し
て
い

る
ほ
場
の
毎
月
の
収
支
の
確
認
や
、
受
講
生
自
ら
労
務
管
理

や
販
売
先
の
開
拓
な
ど
の
課
題
を
設
定
し
、
課
題
の
解
決
に

必
要
な
調
査
や
検
証
を
行
い
、
進
路
に
役
に
立
つ
情
報
・技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
の
受
講
生
の
中
に
は
、
進
路
、
能
力
や
希
望
を
加

味
し
て
、
通
常
の
受
講
生
の
３
．
５
倍
で
あ
る
３
５
ａ
の
栽
培



最
先
端
の
設
備
の
活
用
方
法
も
学
ぶ

管
理
を
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
規
模
で
は
、
受
講

生
１
人
で
栽
培
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
全
体
の
作
業

工
数
か
ら
パ
ー
ト
従
業
員
の
労
働
時
間
管
理
や
具
体
的
な

作
業
指
示
な
ど
と
い
っ
た
細
部
に
わ
た
る
ま
で
実
践
的
な

労
務
管
理
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
事
例
も
踏
ま
え
、
今
後
は
受
講
生
の
希
望
に
応

じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
も
随
時
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

誠
和
の
関
係
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ト
マ
ト
パ
ー
ク
は
、
ア

カ
デ
ミ
ー
で
使
用
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
で
受
講
生
が
作
っ
た
生
産

物
を
販
売
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
販
売
デ
ー
タ
は
受
講
生

に
公
開
し
、
自
身
が
生
産
し
た
作
物
の
売
値
や
販
売
量

な
ど
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
行
う

題
材
と
な
っ
て
い
る
。

実
習
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
４
つ
の
環
境
因
子
（
温
度
、
湿
度
、

Ｃ
Ｏ
２
、
日
射
量
）
を
測
定
し
、
グ
ラ
フ
等
で
表
示
で
き
る

最
先
端
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
測
定
装
置
を
用
い
て
行
う
。
こ
の

た
め
実
習
の
前
に
は
、
関
係
会
社
の
社
員
な
ど
か
ら
、
外
気

導
入
・Ｌ
Ｅ
Ｄ
・除
湿
器
・ミ
ス
ト
・天
敵
等
の
最
先
端
の
技
術

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
。
使
い
方
や
見
方
を
知
り
、
実
習

の
中
で
様
々
な
情
報
か
ら
総
合
的
に
栽
培
を
判
断
す
る
能
力

を
養
う
と
共
に
、
生
育
予
測
や
今
後
の
管
理
方
針
等
に
つ
い

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
学
ん
で
い
く
。
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カリキュラムの概要

１年目
講義 専門知識を身につける

実習 管理技術を身につける

OJT マネジメント力を身につける
※将来の事業計画をつくり最後には卒業発表

２年目
栽培 １年目で得た知識と技術を駆使して

栽培面積300坪を管理

経営 ゼミを通じて経営状況分析や個人課題
研究を実施

施設内でのディスカッション風景

卒
業
発
表
に
向
け
て

１
年
次
の
１
２
月
か
ら
作
成
を
始
め
た
事
業
計
画
は
、
同

社
の
教
育
事
業
課
社
員
と
面
談
な
ど
を
し
て
、
具
体
化
を
進

め
て
い
く
。

作
成
の
過
程
で
は
、
経
営
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

売
上
や
経
費
に
つ
い
て
の
課
題
や
販
売
面
の
課
題
に
つ
い

て
、
発
表
・意
見
交
換
を
行
い
、
誠
和
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
、
卒
業
発
表
資
料
と
し
て
完
成
し
て
い
く
。
ま
た
、

県
内
外
の
大
中
小
規
模
の
農
業
経
営
体
に
視
察
に
行
き
、

こ
こ
の
施
設
で
は
体
験
で
き
な
い
受
講
生
に
身
近
な

経
営
を
知
る
機
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
様
々
な
視
点

か
ら
事
業
計
画
を
み
が
く
機
会
を
用
意
し
て
い
る
。

卒
業
発
表
で
は
、
受
講
生
同
士
、
誠
和
社
員
そ
し
て
講
師

と
充
実
し
た
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

研
修
中
か
ら
就
農
準
備
を
サ
ポ
ー
ト

研
修
中
に
雇
用
就
農
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
就
職
先

の
候
補
の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他
農
地
取
得
の
相
談

や
、
様
々
な
施
設
の
計
画
か
ら
建
設
ま
で
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

卒
業
生
の
中
に
は
、
大
玉
ト
マ
ト
５
０
ト
ン
／
１
０
ａ
を
達

成
し
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
者
も
い
る
。
賞
を

受
賞
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
１
人
は
、
三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
で

ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
施
設
規
模
は
大
玉
ト
マ
ト
が

６
５
ａ
、
高
糖
度
ト
マ
ト
が
３
５
ａ
あ
り
、
合
計
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
上
る
。
労
働
人
員
は
パ
ー
ト
７
名
含
む
計
１
１
名
で
運
営

し
て
い
る
。



販
売
先
は
Ｊ
Ａ
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
さ
と
ふ
る
や
直
売
も

実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
を
年
に
１
回
開
催
し
、
新
た
な
技
術
や

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
卒
業
生
の
半
数
程
度
が
参
加
し
、

現
在
の
受
講
生
と
の
交
流
や
お
互
い
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
教
育
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。

企
業
秘
密
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
な
ど
連
携
に
つ
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
体
の

育
成
に
つ
い
て
、
当
社
が
使
命
と
す
る
「豊
か
な
食
と
健
康
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」を
も
と
に
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
。

株式会社誠和

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

栃木県下野市柴２６２－１０

代表取締役 大出 浩睦

１９７１年４月（創業：１９６８年２月）

５，１９３百万円（２０２３年３月期）

役員４名、正社員１４７名、常勤パート２０名

農と植物の力を最大限に引き出す技術と発想をもっ
て、豊かな食と健康な社会づくりに貢献する

使 命

施設園芸用の環境制御機器・養液栽培システム、
大規模プラント事業、流通事業構築

事業内容
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伊藤達郎さんは、トマトパークアカデミー1期生、親元就農で、

第10回三重県トマトほ場共進会（2020年）で農林水産大臣賞受賞

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
進
路
と
し
て
は
、
親
元
就
農
が
最
も

多
く
、
次
い
で
独
立
就
農
、
雇
用
就
農
が
続
い
て
い
る
。

就
農
先
の
都
道
府
県
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
令
和

４
年
度
卒
業
生
で
は
、
東
京
都
・
栃
木
県
各
２
名
、
宮
城
県
・

千
葉
県
・
愛
知
県
・
岐
阜
県
各
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
研
修

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
育
事
業
と
は
別
に
、
作
物
、
研
修

期
間
、
研
修
内
容
等
を
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
提
供
す

る
短
期
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
農
業
参
入
企
業
、
自
治
体

な
ど
が
受
講
し
て
い
る
。
自
治
体
の
受
講
者
の
中
に
は
普
及

指
導
員
も
お
り
、
地
域
で
の
農
業
経
営
人
材
育
成
の
支
援
能

力
向
上
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
農
業
系
の
学
校
や
官
公
庁
の

職
員
向
け
な
ど
か
ら
の
依
頼
で
出
前
講
座
も
実
施
し
て
お
り
、

誠
和
の
講
師
が
現
地
に
出
向
い
て
講
義
を
す
る
た
め
、
全
国

か
ら
依
頼
が
き
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
者
は
、
植
物
生
理
や
環
境
制
御
な
ど
栽
培
に

必
要
な
知
識
は
必
須
で
あ
り
、
優
秀
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
栽
培
に
関
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば
、
仕

事
優
先
順
位
が
つ
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
実
習
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
じ
て
、
常
に
「
考

え
る
」
「
判
断
し
行
動
す
る
」
と
い
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

繰
り
返
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
学
べ
る
教
育
機
関
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
正
し
い
知
識

や
情
報
が
ど
こ
に
い
け
ば
入
手
で
き
て
、
学
べ
る
の
か
と

い
う
情
報
が
少
な
い
。

研
修
機
関
が
情
報
の
提
供
を
工
夫
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

必
要
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
当
社
の
よ
う
な
栽
培
技

術
に
特
化
し
た
施
設
と
他
の
経
営
人
材
育
成
に
関
わ
る
機
関

（Mission）



学
校
法
人
に
よ
る
取
組

学
校
法
人
有
坂
中
央
学
園

専
門
学
校
中
央
農
業
大
学
校

生
産
し
た
農
産
物
の
６
次
産
業
化
で

実
践
的
に
稼
ぐ
力
を
磨
く
研
修

（
群
馬
県
）
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や
っ
て
・見
て
・考
え
る
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

16

専
門
学
校
で
あ
る
た
め
受
講
対
象
者
は
、
高
校
卒
業
見
込
み

及
び
高
校
卒
業
者
又
は
高
校
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者
と
し
て
お
り
、
受
講
生
の
多
く
は
高
校
普
通
科

卒
業
生
で
あ
る
が
、
公
務
員
、
他
産
業
の
企
業
や
自
営
業
を
経

験
し
た
受
講
生
も
い
る
。

受
講
定
員
は
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
で
は
４
０
名
で
、
ア
グ

リ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
学
科
で
は
１
０
名
の
定
員
で
あ
る
。
受
講
費

用
は
学
年
で
分
か
れ
て
お
り
、
学
科
に
よ
る
差
は
な
い
。
１
年
次

に
１
４
３
万
円
（校
納
金
１
１
４
万
円
＋
学
級
費
２
９
万
円
）２

年
次
以
降
は
１
３
１
万
円
（校
納
金
１
０
２
万
円
＋
学
級
費
２

９
万
円
）で
あ
る
。

企
業
で
働
き
な
が
ら
学
ぶ
科
目
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
半
期
ご
と

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
の
企
業
実
習
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
り
授
業

料
等
が
免
除
さ
れ
、
学
費
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

実
習
を
通
じ
た
学
費
負
担
軽
減

専
門
学
校
で
あ
る
た
め
、
教
育
目
標
や
教
育
の
基
本
方
針

を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
る
。

教
育
目
標
の
中
に
「ビ
ジ
ネ
ス
界
で
幅
広
く
活
躍
す
る
人
材

を
育
て
る
」と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
目
標
を
実
現
で
き
る

人
材
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
お

り
、
基
本
方
針
の
中
に
あ
る
「
や
っ
て
・
見
て
・
考
え
る
」
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
実
践
的
な
内
容
も
盛
り
込
ん
だ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

講
義
及
び
実
習
共
に
対
面
で
１
コ
マ
９
０
分
で
１
日
に
４
コ

マ
行
わ
れ
て
い
る
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
ス
マ
ー
ト
農
業
専
攻
で
は
１
年

次
の
前
期
・
後
期
で
２
３
科
目
を
履
修
す
る
。
前
期
で
は

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

学
習
課
程

学
校
法
人
有
坂
中
央
学
園
が
運
営
す
る
専

門
学
校
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
学
生
の
多
く
は
高

校
卒
業
と
同
時
に
こ
の
学
校
に
進
学
し
て
い

る
。
ア
グ
リ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
学
科
、
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
、
農
業
経
営
学
科
、
フ
ァ
ー
ム
農

業
経
営
学
科
が
あ
り
、
農
業
及
び
食
品
に
係

る
専
門
知
識
の
習
得
と
農
場
実
習
の
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

ア
グ
リ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
学
科
は
４
年
制
で
、
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
は
２
年
制
で
あ
る
が
、
２
年
制
終
了
時
に
４
年
制

コ
ー
ス
へ
転
籍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
１
年
次
は
専
攻
に
よ
っ

て
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
科
目
が
多
く
、
農
業
及
び
経
営
に

必
要
な
知
識
・技
能
を
学
ぶ
。
２
年
次
以
降
は
応
用
の
内
容

や
実
践
的
な
科
目
の
講
義
や
実
習
を
受
け
る
。

平
成
２
３
年
に
農
業
６
次
産
業
化
の
教
育
を
掲
げ
る
農

業
専
門
課
程
を
設
置
し
た
専
門
学
校
と
し
て
「
中
央
農
業

グ
リ
ー
ン
専
門
学
校
」
が
創
設
さ
れ
た
。
平
成
２
６
年
か
ら
は
、

産
学
連
携
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
職
業
連
携
教
育
を

開
始
し
、
平
成
３
０
年
に
現
在
の
「
専
門
学
校
中
央
農
業
大

学
校
」
へ
校
名
を
変
更
し
た
。
ま
た
、
平
成
２
６
年
４
月
に

農
業
経
営
学
科
（
現
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
（
２
年
制
）
）
、

令
和
３
年
４
月
に
フ
ァ
ー
ム
農
業
経
営
学
科
２
年
制
コ
ー
ス

（
現
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
（
２
年
制
）
に
統
合
予
定
）
、
令
和

５
年
４
月
に
同
学
科
４
年
制
コ
ー
ス
（現
ア
グ
リ
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
学
科
）
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
職
業
実
践
専
門
課
程

の
認
定
を
受
け
、
「農
と
食
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
・
実
践
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　実践的な学びや研究、企業連携などを通じ、
　新たな「農と食」の価値を生み出す人材を目指す

　目指す資格：農業技術検定１級、農業簿記検定
　３級・２級、情報セキュリティマネジメント等

アグリスペシャリスト学科（４年制） アグリビジネス学科（2年制）

アグリテック専攻・フードテック専攻 スマート農業専攻・環境ビジネス専攻

・フードプロダクト開発専攻

学科編成と学習課程の概要（令和５年度入学生）

4年次
3年次

2年次
1年次

各専攻で基礎的な知識や技能を習得し、
それぞれの分野で活躍できる人材を目指す

目指す資格：農業技術検定３級・２級、全経簿記３級、ＩＴパスポート等

農業者、メーカー、バイヤー、食品製造、小売、レストラン、情報、経営者、マーケター等

３年次編入可能

就職

就職

就職



成
果
を
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
参
加

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

主
に
野
菜
園
芸
概
論
や
作
物
概
論
と
い
っ
た
栽
培
に
関
す
る

生
理
生
態
的
特
性
を
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
学
習
す
る
。

財
政
状
況
や
経
営
成
績
を
把
握
す
る
た
め
に
農
業
会
計
も

学
習
す
る
。
簿
記
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
現
金
取
引
、
仕
入
取
引

や
販
売
取
引
な
ど
、
経
営
に
必
要
な
内
容
で
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
。

後
期
に
な
る
と
、
農
業
経
営
と
い
う
授
業
の
導
入
で
６
次

産
業
化
や
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
つ
い
て
学
習

す
る
。
そ
こ
か
ら
、
世
界
の
食
料
需
給
、
農
産
物
貿
易
交
渉

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
等
）
及
び
組
織
と
運
営
や
市
場
の
仕
組
み

等
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

群
馬
県
で
は
、
次
代
を
担
う
起
業
家
の
発
掘
を
目
指
す
「群

馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
」（主
催
：上
毛
新
聞
社
）が
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
６
次
産
業
商
品
開
発

で
ア
ワ
ー
ド
に
応
募
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
科
目

で
取
り
組
む
商
品
開
発
等
の
プ
ラ
ン
を
も
と
に
ア
ワ
ー
ド

に
応
募
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
１
０
回
の
ア
ワ
ー
ド
で
４
人

が
最
終
審
査
ま
で
進
ん
で
い
る
。

令
和
４
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門
の
「
大
学
生
・
専
門

学
校
生
の
部
」
で
は
、
学
生
の
一
人
が
「鋭
い
棘
を
持
つ
ボ
イ

セ
ン
ベ
リ
ー
（き
い
ち
ご
の
一
種
）の
苗
木
を
農
家
に
提
供
、
鳥

獣
害
か
ら
作
物
を
守
る
垣
根
と
し
て
使
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
収
穫
さ
れ
た
果
実
を
買
い
取
っ
て
ジ
ャ
ム
な
ど
に
加
工
し

て
販
売
、
そ
の
収
益
を
苗
木
生
産
の
費
用
に
充
て
る
」
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
で
高
く
評
価
さ
れ
、
部
門
賞
と
関
東
経

済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。
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ま
た
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
と
の
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
新
メ
ニ
ュ
ー
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
令
和

５
年
９
月
に
は
「炙
り
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
の
イ
タ
リ
ア
ン
ハ

ン
バ
ー
グ
」と
「た
っ
ぷ
り
キ
ノ
コ
の
て
り
た
ま
バ
ー
グ
」の
２
品

が
採
用
さ
れ
店
舗
で
販
売
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
学
び
の
成
果
を
も
と
に
、
学
生
た
ち
の
多
く
は
、

学
校
に
よ
る
就
職
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
就
農
の
ほ
か

農
業
法
人
や
農
協
、
食
品
企
業
、
農
業
機
械
・資
材
の
製
造
・

販
売
企
業
へ
の
就
職
な
ど
、
農
業
・食
品
や
そ
の
関
連
分
野
へ

と
進
ん
で
い
る
。

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
教
育

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
教
育
も
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
り
、

実
習
農
場
で
生
産
し
た
野
菜
等
を
使
用
し
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア

アグリビジネス学科・スマート農業専攻 １年次の履修科目

ビジネス教養 野菜園芸概論 有機農法基礎
農業機械概論 花卉園芸概論 果樹園芸概論
農業基礎実習 農業基礎概論 農産物加工論
作物概論 畜産概論 食農概論
農業情勢 農業経営 農業会計
情報技術 データリテラシー メディア活用演習
応用科学 パソコン実習 就職研究 農業ICT実践

農業経営学科（現アグリビジネス学科）・農業ビジネス専攻
２年次の履修科目

マーケティング 農業会計応用 POP色彩
ストアオペレーション ６次産業商品開発
農業ビジネス実習 食品加工論 食品流通論
農産物加工実習 農業演習 農業情勢
農産物活用実習 農業技術応用 応用科学
有機農法応用 有機農法実践実習
花卉園芸実習 パソコン実習 就職研究

２
年
次
は
、
さ
ら
に
専
門
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
実

習
が
多
く
な
る
。
農
業
経
営
学
科
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

の
履
修
科
目
（
２
年
次
）
を
み
る
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

農
業
会
計
応
用
と
い
っ
た
経
営
管
理
に
必
要
な
知
識
や
、
６

次
産
業
商
品
開
発
、
食
品
加
工
、
ス
ト
ア
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
６
次
産
業
化
の
取
組
み
に
必
要
な
学
習
な
ど
が
多
い
。

こ
の
う
ち
６
次
産
業
化
に
関
係
す
る
科
目
と
し
て
ス
ト
ア

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
６
次
産
業
商
品
開
発
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
。
ス
ト
ア
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
店
舗
運
営
に
お
け
る
店

舗
の
開
店
準
備
、
荷
受
・検
収
・補
充
発
注
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

手
法
な
ど
と
同
時
に
店
舗
運
営
の
実
際
を
学
ぶ
。
６
次
産

業
商
品
開
発
で
は
、
地
域
の
食
品
企
業
と
連
携
し
て
学
生
が

新
商
品
の
開
発
・試
作
に
取
り
組
み
、
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ワ
ー
ド
へ
の
参
加
を
す
る
。

学生が作った農作物を使った商品「はたちシリーズ」



を
活
か
し
た
商
品
を
開
発
、
「
は
た
ち
の
み
そ
漬
け
」
、
「
は
た

ち
の
干
し
い
も
」
な
ど
と
名
付
け
た
「
は
た
ち
（
２
０
歳
）シ

リ
ー
ズ
」
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ム
農
業
経
営
学
科
で
は
企
業
連
携
実
習
等
を
通

じ
て
併
設
の
農
業
会
社
や
食
品
会
社
で
実
践
的
に
学
ん
で

い
る
。
中
央
農
業
グ
リ
ー
ン
株
式
会
社
は
、
い
ち
ご
な
ど
の

野
菜
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
学
生
は
こ
の
会
社
で

野
菜
の
選
別
・
梱
包
、
直
売
所
で
の
販
売
を
行
っ
た
り
、

人
材
育
成
は
、
後
継
者
へ
の
技
術
継
承
を
行
い
な
が
ら
継

続
的
に
発
展
し
よ
う
と
す
る
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
お
り
、
経
営
を
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
ほ
ど
、
人
材

育
成
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
日
常
の
農
作
業
に
追
わ
れ
て
人

材
育
成
を
行
う
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
人
材
育
成
を
担
う

社
内
人
材
も
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
で

は
経
験
や
勘
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
デ
ー

タ
で
客
観
的
に
示
さ
れ
な
い
た
め
若
手
に
は
理
解
し
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
の
取
得
・活
用
方
法
や
効
果
・

効
率
的
な
人
材
育
成
の
方
法
を
、
専
門
学
校
を
は
じ
め
と
す

る
教
育
機
関
が
積
極
的
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

学校法人 有坂中央学園

専門学校 中央農業大学校

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

建学精神

群馬県前橋市南町２－３１－１

学校長 木村 剛

２０１１年４月

１，５００百万円（法人全体）

正社員９名、常勤講師１６名

農と食を融合した「新たなアグリ産業」
を創造し開拓する。

２年制及び４年生の農業専門課程を
設置した専門学校

事業内容
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地
域
の
消
費
者
と
直
接
触
れ
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
央
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
は
フ
ル
ー
ツ
サ

ン
ド
な
ど
の
加
工
食
品
の
製
造
・販
売
会
社
で
、
学
生
は
こ

こ
で
仕
入
れ
や
原
価
計
算
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
販
売
な
ど
を
実

地
で
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
仕
組
み

が
働
き
な
が
ら
学
ぶ
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
の
特
徴
で

も
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
特
産
の
上
州
牛
の
ス
テ
ー
キ
と
ハ
ン
バ
ー
グ

を
提
供
す
る
外
食
チ
ェ
ー
ン
と
連
携
し
、
学
生
が
参
画
し
て
コ

ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
生
た
ち
は
在
学
中
か
ら
実
際
の
企
業
活
動

に
触
れ
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卒
業
後
の
実
践

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
、
学
科
・専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
も
参
考
に
し
つ
つ
、
学
内
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
、

農
業
法
人
経
営
者
な
ど
学
外
の
専
門
家
か
ら
な
る
教
育
課

程
編
成
委
員
会
、
企
業
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
評
価
委
員
会
で
毎
年
、
評
価
と
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
教
育
内
容
は
農
業
の
基
礎
か
ら
６
次
産
業

化
や
経
営
ま
で
、
卒
業
後
の
就
業
時
に
お
い
て
実
際
に
役
立

つ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
者
に
必
要
な
知
識
・能
力
は
、
生
産
管
理
、
コ

ス
ト
管
理
、
経
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
高
付
加
価
値
化
、
そ
し

て
人
材
育
成
で
あ
る
。
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
農
業
を
経
営

す
る
明
確
な
理
由
と
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
し
て
困
難
に
立
ち
向
か

う
強
い
意
志
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
あ
れ
ば
自
ら
切
り

拓
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

中央農業大学校

（連携企業）

・アグリスペシャリスト学科

・アグリビジネス学科 （学校併設）

・農業経営学科 レストランの

・ファーム農業経営学科 （学校併設） メニュー開発

食品加工・販売の実体験

農業生産の実体験

外食チェーン

中央農業大学校の実践教育

講義・実習

学校農産物直売

中央農業
グリーン㈱

中央フレッシュ
フーズ㈱

農業・食品・関

連分野で活躍



一
般
社
団
法
人
に
よ
る
取
組

一
般
社
団
法
人
ア
グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン

（
Ａ
Ｆ
Ｊ
日
本
農
業
経
営
大
学
校
運
営
法
人
）

次
世
代
の
農
業
経
営
者
の
育
成
と

仕
事
を
し
な
が
ら
「
経
営
」
を
学
べ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

（
東
京
都
）
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卒
業
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

20

「経
営
力
」に
関
す
る
科
目
数
が
全
体
の
４
割
強
を
占
め
て

お
り
、
経
営
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
１
年
次
に
は
基
礎
的
な
知
識
や
経
営
ツ
ー

ル
の
習
得
、
先
進
農
業
経
営
体
で
の
農
業
実
習
（４
か
月
）な

ど
に
取
組
み
、
２
年
次
に
は
よ
り
高
度
で
実
践
的
な
知
識
の

習
得
、
農
業
以
外
の
企
業
で
の
現
地
実
習
（３
か
月
）、
卒
業

後
の
農
業
経
営
計
画
の
策
定
演
習
（卒
業
研
究
）に
取
組
ん
で

き
た
。

令
和
２
年
３
月
ま
で
の
卒
業
生
１
０
１
名
の
就
農
状
況
を

見
る
と
、
親
元
就
農
５
５
名
、
雇
用
就
農
２
４
名
、
独
立
就
農

１
９
名
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
就
農
地
は
全
国
３
７
都
道
府
県

に
広
が
っ
て
い
る
。

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

全
日
制
・
全
寮
制
教
育

平
成
２
５
年
４
月
か
ら
日
本
農
業
経
営

大
学
校
と
し
て
全
日
制
・
全
寮
制
の
２
年

間
に
わ
た
る
農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
取

組
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
は
、

担
い
手
農
業
者
の
経
営
力
ア
ッ
プ
の
た
め

の
高
度
な
教
育
に
重
点
を
移
す
た
め
、
こ

の
取
組
に
代
え
て
比
較
的
短
期
で
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
新
た
な

「
Ａ
Ｆ
Ｊ
日
本
農
業
経
営
大
学
校
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講
し
て
い
る
。

令
和
６
年
3
月
ま
で
、
全
日
制
・
全
寮
制
で
次
世
代
を

担
う
農
業
経
営
者
と
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
、
農
業
経
営
者
に
必
要
な
「
経
営
力
」
、
「
農
業

力
」
、
「
社
会
力
」
及
び
「
人
間
力
」
の
４
つ
の
力
を
養
う
教

育
を
行
っ
て
い
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
教
育
体

系
へ
の
移
行
に
伴
い
現
在
で
は
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。

平
成
２
４
年
度
末
に
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・食
品
産

業
技
術
総
合
研
究
機
構
の
内
部
組
織
で
あ
っ
た
農
業
者
大

学
校
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
教
育

機
関
を
求
め
る
声
が
依
然
と
し
て
あ
り
、
そ
の
声
に
応
え

る
形
で
、
農
林
中
央
金
庫
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
次
世
代

を
担
う
農
業
経
営
者
と
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
、
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
全
日
制
・

全
寮
制
の
民
間
の
教
育
機
関
と
し
て
誕
生
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
国
か
ら
学
生
を
募
集
し
て
、
全
寮
制
で

教
育
を
行
う
こ
と
も
難
し
く
な
る
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化

や
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
営
力
を
向
上
さ
せ
る
農
業
現
場
で

の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
等
か
ら
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
教
育
対
象

を
就
農
を
希
望
す
る
者
か
ら
就
農
し
て
い
る
人
材
に
変
え

た
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
に
衣
替
え
し
た
。

４
０
歳
以
下
で
農
業
経
営
を
志
す

厳
選
さ
れ
た
学
生

こ
れ
ま
で
の
教
育
課
程
の
対
象
者
は
、
卒
業
後
に
就
農

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
農
業
経
営
を
志
す
者
で
あ
っ
て
、

高
校
卒
業
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
４
０
歳
以

下
の
者
で
あ
っ
た
。
定
員
は
１
学
年
２
０
名
で
、
小
論
文
、

知
的
能
力
診
断
等
の
筆
記
試
験
及
び
面
接
に
よ
る
入
学
試

験
が
行
わ
れ
、
合
格
者
は
東
京
都
品
川
区
に
あ
る
全
日
制
・

全
寮
制
の
学
校
で
２
年
間
学
ぶ
。
授
業
料
は
年
間
６
０
万
円
、

寮
費
（２
食
付
き
）は
年
間
１
０
０
万
円
で
あ
り
、
農
業
次
世

代
人
材
投
資
資
金
の
活
用
に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

学
生
も
多
か
っ
た
。

入
学
者
は
農
家
出
身
者
が
６
７
％
を
占
め
、
年
齢
別
に
は

２
９
歳
以
下
が
９
４
％
、
学
歴
別
に
は
高
校
卒
業
者
３
４
％
、

大
学
卒
業
者
３
９
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
力
の
習
得
に
重
点
化

そ
こ
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
経
営
力
」
、「
農
業
力
」
、

「
社
会
力
」及
び
「人
間
力
」の
各
分
野
ご
と
に
専
門
的
で
実

践
的
な
講
義
・演
習
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
う
ち
経
営
戦
略
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の

(  )内は講義の科目数

・経営戦略(4) ・農業論・農業経済学(2)

・流通・マーケティング(4) ・生物と農業(2)

・会計・マネジメント(7) ・資源・環境と農業(2)

・事業創造・イノベーション(3) ・食料・農業の政策と法律(3)

・フードシステム論(1) ・経営者のための哲学等(3)

・食生活と食文化(1) ・リーダーシップ(3)

・農村地域の活性化(5) ・グローバル発想(1)

農業実習・企業実習 経営計画策定演習(卒業研究)

カリキュラムの体系

経

営

力

社

会

力

農

業

力

人

間

力



ま
た
、
卒
業
・
就
農
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
農
業
技
術
の
習
得
・
定
着
及
び
財
務
・
法
律
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
の
セ
ミ
ナ
ー
、
海
外
視
察
や
販
路
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
会
員
企
業
や
同

窓
生
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
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①
経
営
戦
略
講
座

農
業
・
食
品
分
野
を
含
む
実
際
の
経
営
事
例
を
用
い
て
、

経
営
戦
略
の
検
討
や
経
営
判
断
の
た
め
に
用
い
る
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
手
法
や
戦
略
的
思
考
方
法
を
学
び
、
そ
の
検

討
結
果
に
つ
い
て
受
講
者
が
討
議
す
る
こ
と
で
、
変
化
に

強
い
経
営
を
実
践
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

講
座
の
受
講
料
は
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
物
の

流
通
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
詳
し
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
週
１
回

の
ペ
ー
ス
で
事
例
に
基
づ
く
実
践
学
習
中
心
に
講
義
を
行
い
、

最
終
回
の
第
６
回
で
受
講
生
に
よ
る
事
例
研
究
を
行
う
。

受
講
対
象
者
は
農
業
経
営
者
、
農
業
法
人
の
幹
部
社
員
、

農
業
関
連
企
業
の
社
員
等
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
受
講
生
は
先
着
順
で

決
定
し
て
い
る
。
こ
の
講
座
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
多
用
す

る
こ
と
か
ら
定
員
を
２
０
名
に
限
定
し
て
い
た
が
、
農
業
関

連
企
業
の
社
員
６
名
を
含
む
２
６
名
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

②
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
座

顧
客
に
と
っ
て
の
価
値
を
創
造
し
、
こ
れ
ら
を
効
果
的
に
提

案
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
の
講
座
は
、
市
場
環

境
の
変
化
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
見
出
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

く
た
め
の
手
順
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
農
業
界
で
求
め
ら
れ
る

商
品
戦
略
に
つ
い
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
用
い
て
考
察
し
、
農

業
経
営
者
に
と
っ
て
戦
略
的
思
考
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
座
も
受
講
料
は
５
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
約
１
か
月
半
の
間
に
毎
週
１
回
の
ペ
ー
ス

で
計
６
回
の
講
義
を
同
様
の
手
法
で
行
っ
て
い
る
。

経
営
規
模
ご
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

令
和
５
年
度
に
新
た
に
開
講
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、

そ
れ
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
と
し
、
農
業
現
場
で
の
支

援
実
績
を
持
つ
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
講
義
や

事
例
研
究
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
就
農
年
数
や
経
営
規
模

に
応
じ
た
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
者
の
成
長
に
合
わ
せ
た
受
講
コ
ー
ス

就
農
年
数
や
経
営
規
模
に
応
じ
た
経
営
力
向
上
に
つ
な
が

る
教
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、
講
座
ご
と
に
受
講
者
を
分

け
て
お
り
、
「新
人
研
修
コ
ー
ス
」は
新
人
・若
手
農
業
者
が

対
象
、
「テ
ー
マ
別
コ
ー
ス
」は
直
面
す
る
経
営
課
題
を
直

ぐ
に
で
も
解
消
し
た
い
農
業
者
を
対
象
、
「経
営
マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス
」は
高
度
化
・複
雑
化
す
る
経
営
に
向
き
合
う
地
力

を
つ
け
た
い
農
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

経
営
力
を
養
う
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

「
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」は
、
多
様
な
農
業
経
営
の
実
現
に

向
け
、
経
営
を
体
系
的
に
学
び
農
業
経
営
の
地
力
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
刺
激
し
合
え
る
仲
間
づ
く
り
や
仕
事
と
学
び
の

両
立
を
支
援
す
る
講
座
で
、
い
わ
ば
「農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
」と
し

て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
と
し
て
は
、
講
義
と
と
も
に
豊
富

な
事
例
研
究
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
、
農
業
界

で
活
躍
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
が
主
な
講
師
を
担
っ
て

い
る
こ
と
、
食
農
関
連
企
業
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
交
流
の
機
会
が
あ
る
こ
と
、
及
び
夜
間
講
座
で
仕
事
と

両
立
で
き
る
こ
と
と
い
う
４
つ
が
あ
る
。

本
コ
ー
ス
は
４
つ
の
分
野
（①
経
営
戦
略
、
②
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
③
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
④
会
計
・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
そ
の
う
ち
３
つ
の
講
座
が

開
講
さ
れ
、
翌
年
度
に
会
計
・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
関
連
の
講
座
の

開
講
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
受
講
対
象
者

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
講
座
ご
と
に
選
択
し
て
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
る
。



受
講
対
象
や
受
講
生
の
決
定
方
法
は
経
営
戦
略
講
座
と

同
様
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
講
座
も
定
員
２
０
名
に
対
し
て

農
業
関
連
企
業
の
社
員
６
名
を
含
む
２
３
名
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

③
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

令
和
５
年
度
冬
季
に
開
講
す
る
予
定
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
講
座
で
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
に
伴
い
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
農
業
経
営
者
が
組
織
の
目
指
す
姿
を
明
確
に
持

ち
、
従
業
員
の
共
感
を
得
な
が
ら
周
囲
を
導
い
て
い
く
力
を

養
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

受
講
料
は
他
の
講
座
と
同
じ
５
万
円
で
、
約
２
か
月
の
間
の

６
回
の
講
義
・
演
習
の
ほ
か
、
食
農
企
業
の
支
援
な
ど
を
し
て

い
る
講
師
が
受
講
者
が
作
成
す
る
組
織
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
磨

き
上
げ
に
つ
い
て
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
。

他
産
業
の
人
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で
他
産
業
の
考
え
方
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
の
農
業
教
育
の
経
験
を
生
か
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
受
講
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
が
、
農
業
界
全

体
で
考
え
れ
ば
、
官
民
の
垣
根
を
超
え
て
農
業
経
営
人
材
を

育
成
し
よ
う
と
す
る
組
織
が
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
で
、
よ
り
経
営
能
力
の
高
い
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
い

く
環
境
が
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

今
後
の
我
が
国
の
食
料
生
産
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
、
農
業
者
の
規
模
拡
大
や
効
率
性
向
上
が
不
可
欠
で

あ
り
、
経
営
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
様
々
な
事
象
の
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
い
る

現
代
に
お
い
て
、
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
を
理
解
し
、

高
い
志
し
を
も
っ
て
目
的
を
実
現
す
る
意
欲
と
、
そ
の

目
的
の
た
め
に
周
囲
を
巻
き
込
む
人
間
性
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

こ
の
ほ
か
に
も
経
営
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
財
務
の
各
分
野
に
関
す
る
知
見
・
能
力
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
能
力
は
自
治
体
な
ど
が
実

施
し
て
い
る
短
期
間
講
習
だ
け
で
は
体
系
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ず
、
受
講
者
負
担
が
な
い
講
座
も
多
く
、
必
ず

し
も
経
営
意
欲
の
高
い
者
が
受
講
し
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
十
分
な
農
業
経
営
人
材
の
育
成
が

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

民
間
の
経
営
者
育
成
講
座
も
あ
る
が
、
受
講
料
が
高

額
に
な
っ
て
い
た
り
、
仕
事
と
学
び
の
場
の
両
立
が
難
し

い
も
の
が
あ
っ
た
り
、
農
業
経
営
を
学
ぼ
う
と
す
る
者

の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も
応
え
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
、
ど
う
す
れ
ば
農
業
経
営
人
材
を
し
っ
か
り
と
育
成

で
き
る
の
か
と
考
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
続
け
、
農
業
経
営
を
学
ぼ
う
と

す
る
者
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
「
何
を
学
ぶ
か
」
以
上
に

「
誰
と
学
ぶ
か
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
受
講
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

こ
れ
ら
の
講
座
で
は
毎
回
の
講
義
後
に
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
間
を
設
け
て
受
講
者
同
士
の
意
見
交
換
を
可
能

と
し
、
ま
た
、
講
座
ご
と
に
受
講
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

受
講
者
の
理
解
度
、
自
ら
の
経
営
へ
の
役
立
ち
度
、
満
足
度

等
を
把
握
し
、
今
後
の
講
義
内
容
の
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

さ
ら
に
、
受
講
者
は
講
義
時
間
外
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
・

ア
プ
リ
を
利
用
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
人
脈
作
り
や
交
流

を
深
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
受
講
者
の
中
に
も
対
面

で
の
受
講
を
希
望
す
る
者
が
多
い
た
め
、
今
後
、
受
講
者
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
支
援
を
兼
ね
て
短

期
間
で
の
集
合
研
修
や
現
地
視
察
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

一般社団法人アグフリューチャージャパン

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

東京都港区港南２－１０－１３
農林中央金庫品川研修センター５階

代表理事理事長 合瀬 宏毅

２０１３年２月

４３７百万円

常勤役員２名、正社員１５名、派遣社員２名

未来を拓く人材の育成を通じて、我が国の農業を強
く、魅力ある産業に発展させることで、サステナブ
ルな社会の実現に貢献する。

経営理念

農業経営者等の人材育成に関する常設教育機関
の運営、セミナー等の事業

事業内容
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農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
取
組

23

株
式
会
社
マ
イ
フ
ァ
ー
ム

農
業
未
経
験
者
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
人
生
を

選
ん
で
実
践
で
き
る
力
が
育
つ
研
修

（
京
都
府
）



様
々
な
農
業
と
の
関
わ
り
方
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
５
つ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（①
農
場
実
習
、
②
農
業
技
術
講
義
、
③
農
業

経
営
講
義
、
④
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
、
⑤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
を

用
意
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
４
つ
の
コ
ー
ス

か
ら
受
講
生
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

農
業
と
の
関
わ
り
方
に
応
じ
た
受
講
コ
ー
ス

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

農
業
と
の
関
わ
り
方
に
応
じ
た
講
座

新
規
就
農
や
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
な
ど
を

目
指
す
社
会
人
向
け
の
農
業
ス
ク
ー
ル
「ア
グ

リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
」の
ほ
か
、
自
治
体

が
設
置
す
る
農
業
経
営
の
学
び
の
場
で
あ
る

「農
業
経
営
塾
」の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
の
た
め
に
必
要
と
な
る
栽
培
技
術
、
農
業
経
営

の
知
識
、
営
農
の
実
践
力
な
ど
の
教
育
を
基
本
と
し
つ
つ
、

新
規
就
農
者
だ
け
で
な
く
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
み
た

い
者
、
農
の
あ
る
暮
ら
し
を
実
現
し
た
い
者
な
ど
多
様
な
者

へ
の
学
び
の
場
と
し
て
、
平
成
２
３
年
か
ら
「ア
グ
リ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
」を
運
営
し
て
い
る

。

「
耕
作
放
棄
地
の
多
さ
や
高
齢
化
に
よ
る
農
業
者
の
減
少
、

社
会
の
中
で
農
が
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
わ
れ
て
い
る
現
状
を
見

直
し
た
い
、
農
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
い
」
と
い
う
代
表

の
思
い
か
ら
平
成
１
９
年
に
当
法
人
を
設
立
し
て
貸
農
園
事

業
を
始
め
、
そ
の
農
園
利
用
者
の
「農
業
を
学
び
た
い
」と
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
平
成
２
３
年
か
ら
農
業
教
育
事
業

全
国
５
カ
所
で
の
週
末
農
場
実
習

こ
の
よ
う
な
学
び
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
講
者
は
年

齢
・
性
別
・職
業
な
ど
が
様
々
で
あ
り
、
２
０
代
か
ら
７
０
代

と
幅
広
く
、
農
業
経
験
が
な
い
又
は
家
庭
菜
園
程
度
の
者
が

８
５
％
（令
和
４
年
１
２
月
現
在
）を
占
め
て
い
る
。
受
講
生

の
募
集
は
、
卒
業
生
や
講
師
も
登
壇
す
る
平
日
夜
の
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会
や
週
末
の
農
場
見
学
会
の
ほ
か
、
市
役
所
・ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
受
講
し
や
す
い
よ
う
に
週
末
に
行
う
農
場

実
習
は
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
京
都
府
、
大
阪
府

の
５
か
所
で
実
施
す
る
な
ど
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

受
講
生
の
定
員
は
、
農
作
業
実
習
を
す
る
た
め
の
ほ
場
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
東
校
６
０
名
、
関
西
校
４
０
名
で
、

受
講
期
間
は
入
学
時
期
（３
月
又
は
１
０
月
）に
よ
り
１
年
又

は
１
年
５
か
月
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
受
講
料
は
後
述
す
る
４
つ
の
受
講
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

異
な
り
、
約
４
１
万
円
か
ら
約
９
３
万
円
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
活
用
で
き
る
教
育
訓

練
給
付
制
度
（一
般
教
育
訓
練
）や
独
自
の
奨
学
金
制
度
に

よ
り
受
講
料
の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

農のある暮らし
農業ビジネス

経営の高度化

アグリ 農業経営塾

イノベーション (山形県など)

大学校 丹波市立 運営受託

当社が開設・経営 農の学校

指定管理者

農業を学びたい者 として運営

就農希望者 現役農業者

体験農園(貸農園)
当社が開設・経営

マイファームの人材育成

新規就農

ノウハウ

や人材の

活用

を
開
始
し
、
独
立
就
農
、
農
業
知
識
の
習
得
、
自
産
自
消
な
ど

様
々
な
形
で
農
業
と
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

農
場
実
習
で
は
、
４
０
種
類
以
上
の
野
菜
の
有
機
栽
培
を

中
心
と
し
て
プ
ロ
農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
２
週
間
に

 　　　　　　コース
受講内容

技術だけ
を学ぶ

広く農業
を学ぶ

事業計画
まで作る

オンライン
だけで学ぶ

 農場実習 ● ● ● オプション受講可

 農業技術講義 ● ● ● ●

 農業経営講義 ● ● ●

 オンラインサロン ● ●

 ゼミナール オプション受講可 ●

受講費用 487,630円 760,430円 925,430円 412,830円

　受講費用は入学金・教科書代を含む税込み価格。

選択できる４つの受講コース
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１
回
の
ペ
ー
ス
で
１
年
間
に
わ
た
っ
て
栽
培
技
術
を
習
得
す

る
。
実
習
農
場
に
よ
っ
て
は
、
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
で
営
農
を

計
画
・
実
践
で
き
る
自
由
区
画
が
あ
り
、
自
分
た
ち
で
考
え
て

取
り
組
む
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
技
術
講
義
は
、
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
な
農
業
を
す
る
の

か
決
ま
っ
て
い
な
い
受
講
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
体
系
的
か
つ

総
合
的
に
栽
培
学
、
植
物
生
理
学
、
土
壌
学
な
ど
農
業
の
原

理
原
則
と
な
る
理
論
を
学
ぶ
（１
日
４
時
間
、
計
９
日
間
）内

容
と
な
っ
て
お
り
、
農
場
実
習
後
も
振
り
返
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

録
画
を
自
由
に
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

農
業
経
営
講
義
は
、
経
営
か
ら
理
解
す
る
た
め
の
農
業
経

営
・経
営
戦
略
と
農
業
を
社
会
か
ら
表
現
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・農
業
界
の
ト
レ
ン
ド
等
か
ら
構
成
（１
日
４
時
間
・

計
８
日
間
）し
て
お
り
、
近
年
は
農
業
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
外

部
講
師
に
よ
る
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
専
任
講
師
の
指

導
を
受
け
て
、
受
講
生
各
自
が
営
農
計
画
や
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
立
案
し
、
議
論
し
た
上
で
発
表
す
る
（
１
日
3

時
間
、
計
８
日
間
）
こ
と
で
完
成
度
を
高
め
あ
う
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
と
し

て
、
卒
業
生
、
農
業
関
連
事
業
者
か
ら
農
と
の
関
わ
り

方
や
在
校
生
と
の
様
々
な
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る

講
座
が
あ
り
、
受
講
者
が
農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
仲
間
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

受
講
者
は
、
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た

４
つ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
、

25

少
数
精
鋭
の
若
手
の
農
業
経
営
者
教
育

や
ま
が
た
農
業
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
は
、
生
産
力
・収
益
性
の

向
上
を
目
指
し
て
お
り
、
法
人
化
・労
働
環
境
の
改
善
・女
性

の
経
営
参
画
や
農
福
連
携
等
の
取
組
・地
域
農
業
や
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
農
業
の
実
現
・ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入

の
い
ず
れ
か
の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
概
ね

５
０
歳
以
下
の
農
業
者
（
定
員
１
０
名
程
度
）
を
対
象
と

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
受
講
生
は
１
５
名
で
、
平
均
年

齢
３
９
歳
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
規
模
が
比
較
的
大
き
な

農
業
者
が
多
い
。

学
び
な
が
ら
「就
農
」、
「ビ
ジ
ネ
ス
」、
「ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

の
三
つ
の
面
か
ら
自
分
の
農
業
の
「マ
イ
プ
ラ
ン
」を
考
え

て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

２
千
人
を
超
え
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
新
規
就
農

２
２
％
、
就
農
準
備
中
１
９
％
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
４
％
、

他
業
種
で
農
業
知
識
を
活
用
２
４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

多
様
な
農
業
と
の
関
わ
り
方
を
サ
ポ
ー
ト

受
講
中
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
以
外
に
も
、
卒
業
生
や

運
営
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
親
睦
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ

る
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
受
講
者
に
対
す
る
講

義
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
受
講
全
体
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
講
義
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
に
活
か
し

て
い
る
。

ま
た
、
卒
業
後
も
希
望
に
応
じ
て
農
場
で
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
営
農
計
画
の
相
談
、
農
地
情
報
や
求
人

情
報
の
案
内
も
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

開
校
か
ら
１
３
年
目
の
令
和
５
年
に
は
累
計
受
講
者
数
は

卒業後の進路
（令和４年12月現在）

自
治
体
開
設
の
農
業
経
営
塾
を
運
営

「
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
」
の
経
営
を
通
じ
て

得
た
農
業
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
を
活
用
し
て
、
都
道

府
県
等
が
開
設
し
て
い
る
「農
業
経
営
塾
」な
ど
の
運
営
を

受
託
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
山
形
県
で
は
、
生
産
力
・収
益
性
が
高
く
、
競
争

力
の
強
い
、
地
域
や
人
づ
く
り
が
で
き
る
農
業
者
を
育
成
す

る
た
め
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
（農
産
物
販
売
金
額
１
千
万
円
以

上
の
経
営
）や
ス
ー
パ
ー
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
（同
３
千
万
円
以

上
の
経
営
）を
育
成
す
る
「や
ま
が
た
農
業
リ
ー
ダ
ー
育
成

塾
」を
運
営
し
て
い
る
。



受
講
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
延
べ
１
０
日
間

程
度
で
７
５
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
受
講
費
用
は
資
料
代

１
万
４
千
７
百
円
と
宿
泊
研
修
の
宿
泊
費
等
１
万
２
千
円
程

度
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
は
家
族
経
営
が
主
体
で
あ
り
、
地
域
ご
と
に
特

色
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
他
産
業
に
比
べ
て
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
熟
化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
課
題
で

あ
る
。
今
後
、
応
用
性
・汎
用
性
の
高
い
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
民
間
企
業
と
行
政
機
関
等
が
連
携
し
て

体
系
的
な
人
材
育
成
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
丹
波
市
立
農
の
学
校
の
よ
う
に
、
人
材
育
成
の
た
め

に
必
要
と
な
る
農
地
や
施
設
等
の
整
備
は
行
政
等
で
行
い
、

そ
の
運
営
や
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
教
育
は
民
間
企
業

で
行
う
と
い
っ
た
役
割
分
担
が
で
き
れ
ば
、
民
間
企
業
の
負

担
も
軽
減
さ
れ
、
受
講
料
の
抑
制
に
つ
な
が
り
、
農
業
者
の
学

び
の
機
会
の
確
保
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
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卒
塾
生
に
よ
る
経
営
進
捗
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

定
期
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
場
で
講
師
か
ら
の
助
言
・
指
導
を
受
け
ら
れ
る
た
め

卒
塾
生
の
経
営
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し
つ
つ
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
体
制
が
構
築
で
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卒
塾
生
か

ら
「
自
身
の
経
営
を
具
体
的
な
数
値
に
落
と
し
込
ん
で
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」、
「自
身
で
策
定
し
た
計
画
を
も

と
に
行
動
す
る
勇
気
が
持
て
た
。
」
な
ど
の
声
が
あ
る
よ
う

に
、
実
際
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

経
営
人
材
に
は
、
経
営
理
念
や
戦
略
の
立
案
、
マ
ネ
ジ
ネ
ン

ト
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
加
え
、
行
動

力
・判
断
力
、
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
力
な
ど
幅
広
い
知
識
や

能
力
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
界

で
は
技
術
者
や
作
業
者
と
し
て
の
育
成
に
力
点
が
置
か
れ
、
経

営
者
と
し
て
の
育
成
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
あ

り
、
農
業
経
営
者
も
不
安
定
な
収
益
性
な
ど
の
理
由
か
ら
、
人

材
の
育
成
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

農
業
界
に
お
け
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
中
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
農
業
経
営
人
材
を
育
成
し

て
い
く
の
か
は
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
管
轄
地
域
が
決
ま
っ
て

い
る
行
政
だ
け
が
そ
の
役
割
を
担
う
の
で
は
な
く
、
教
育
以

外
の
自
社
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る

強
み
を
生
か
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
民

間
企
業
の
力
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

株式会社マイファーム

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

経営理念

京都府京都市下京区東塩小路町６０７番地
辰巳ビル1階

代表取締役 西辻 一真

２００７年９月

１，７４１百万円

役員８名、正社員６３名、パート１３４名

「自産自消」のできる社会をつくる

耕作放棄地の再生・収益化、体験農園、
農業教育、農産物生産、企業参入サ
ポート、流通販売などの事業

事業内容

満
足
度
が
高
い
経
営
高
度
化
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

経
営
高
度
化
の
た
め
の
講
座
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
は
栽
培
技
術
の
講
義
や
実
習
は
な
く
、
経
営

管
理
、
労
務
管
理
、
事
業
計
画
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
先
進

技
術
導
入
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
構
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

案
を
基
に
山
形
県
が
決
定
し
て
い
る
。

本
講
座
は
、
集
合
研
修
を
基
本
と
し
、
一
部
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
っ
て
お
り
、
テ
ー
マ
ご
と
に
１
～
２
日
の
講
義
の
ほ
か
、

受
講
生
の
事
業
計
画
策
定
の
個
別
指
導
や
先
進
事
例
を
導

入
し
て
い
る
農
業
法
人
の
視
察
等
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
構
成

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
者
の
「
理
論
と
実

践
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
」
、
「
行
動
開
始
が
受
講
終
了
後
と

な
っ
て
し
ま
う
。
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
講

義
と
並
行
し
た
定
期
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
師
に
よ
る

個
別
指
導
を
実
施
し
、
受
講
中
か
ら
講
義
内
容
を
受
講
者
自

身
の
事
業
計
画
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
講
義
後
や
修
了
後
に
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
常
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
的
向
上
を
意
識
し
て

運
営
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
講
座
の
全
体
的
な
満
足
度
は
４

点
満
点
で
平
均
３
．
９
３
点
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

卒
塾
後
も
行
動
変
容
を
促
す
仕
組
み



農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
事
業
者
に
よ
る
取
組
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ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
株
式
会
社

農
業
界
の
ト
ッ
プ
経
営
者
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
完
全
招
待
制
の
研
究
会

（
東
京
都
）

社員と共に描いた未来の農業の姿



人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

日
本
農
業
の
次
世
代
を
担
う
農
業
経
営
者

を
育
成
・輩
出
す
る
た
め
、
意
欲
あ
る
若
手
農

業
経
営
者
を
対
象
と
し
た
完
全
招
待
制
の
農

業
経
営
勉
強
会
で
あ
る
「
Ａ
Ｃ
経
営
研
究
会
」

と
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
若
手
農
業
者
が

営
農
し
な
が
ら
体
系
的
に
経
営
を
学
ぶ
場
で

あ
る
「農
業
経
営
塾
」を
運
営
し
て
い
る
。

日
本
農
業
の
次
世
代
を
牽
引
す
る
広
い
視
点
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
農
業
経
営
者
を
育
成
・
輩
出
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
元
年
か
ら
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
「
新
た
な

学
び
」
と
「
経
営
者
の
つ
な
が
り
」
と
し
て
「
Ａ
Ｃ
経
営
研
究

会
」
を
主
宰
し
て
い
る
。

最
初
は
、
ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
㈱
か
ら
「
こ
ん
な
勉
強
会
を
し

よ
う
と
思
う
の
だ
が
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
集

ま
っ
た
６
名
の
農
業
経
営
者
に
限
定
し
、
守
秘
義
務
を
徹
底

し
た
上
で
、
お
互
い
の
経
営
情
報
を
交
換
し
経
営
発
展
を
目

指
す
勉
強
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

お
り
、
メ
ン
バ
ー
の
希
望
に
応
じ
て
大
手
飲
食
チ
ェ
ー
ン
の

社
長
を
招
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
３
つ
の
力

を
養
う
た
め
の
学
び
を
提
供
し
て
い
る
。

若
手
農
業
経
営
者
の
育
成

選
ば
れ
た
経
営
者
が
集
ま
る
経
営
研
究
会
で
、
経
営
に

関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
や
議
論
が
行
わ
れ
る
。

受
講
生
は
厳
選
さ
れ
た
経
営
者

「Ａ
Ｃ
経
営
研
究
会
」で
は
、
会
員
企
業
の
現
状
の
財
務
面
、

生
産
性
等
は
共
有
さ
れ
、
ま
た
経
営
で
成
果
の
出
た
取
組
等

に
つ
い
て
は
具
体
的
に
共
有
し
合
う
。

こ
の
た
め
、
正
社
員
数
５
名
以
上
、
目
標
売
上
が
３
億
円

以
上
の
経
営
者
の
み
が
入
会
で
き
、
原
則
と
し
て
１
品
目

１
社
の
み
に
限
っ
て
、
会
員
企
業
か
ら
の
紹
介
又
は
ア
グ
リ

コ
ネ
ク
ト
㈱
か
ら
の
推
薦
が
な
け
れ
ば
入
会
（受
講
費
用
は

年
間
３
０
万
円
）
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
つ
の
力
を
養
う
た
め
の
研
究
会

会
員
同
士
の
知
見
・
情
報
交
換
以
外
に
も
、
人
材
育
成
や

財
務
分
析
等
の
テ
ー
マ
で
、
年
間
４
回
勉
強
会
を
開
催
し
て

研究会の様子

３つの力

①Strategy
社会課題を的確にとらえて

収益性のある事業構想を描き、
実現のための道筋と資源を見
極める力

②Partnership
自社だけでは実現しえない

大きなビジョンに向けて、
人々の共感を獲得し、連携を
構築する力

③HumanResource
経営理念・使命を組織に浸

透させ、メンバーの成長を後
押しし、目標を達成する

意欲ある若手農業経営者として活躍しているメンバーたち
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ま
た
、
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
先
進
事
例
視
察
、
個
別
経
営

相
談
な
ど
で
、
自
ら
の
考
え
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。

さ
ら
に
受
講
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
毎
回
、
提
出
し
て
も

ら
っ
て
理
解
度
を
確
認
し
、
個
別
相
談
や
講
師
を
変
更

す
る
な
ど
、
「
や
り
方
」
よ
り
も
「
考
え
方
」
や
「
必
要
性
」

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
き
め
細
か
く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
し
て
い
る
。

受
講
生
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
自
治
体
ご
と
に
異

な
る
が
、
新
規
就
農
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た
成
長
意
欲
の

あ
る
５
０
歳
未
満
の
農
業
経
営
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

対
象
は
若
手
の
農
業
経
営
者

会
員
の
声
を
反
映
し
た
運
営
改
善

受
講
し
た
会
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
会
員
か
ら
の

自
発
的
な
改
善
提
案
な
ど
を
受
け
、
研
究
会
の
趣
旨
・

目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
講
座
内
容
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
会
員
に
向
け
て
、
農
業
経
営
に
関
す
る
最
新
情

報
等
の
配
信
や
随
時
の
経
営
相
談
な
ど
も
行
い
、
会
員

の
事
業
成
長
に
向
け
た
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う
な
取
組

と
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
と
連
携
し
た
人
材
育
成

農
業
経
営
者
に
対
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

を
通
じ
て
得
た
知
見
や
経
験
を
生
か
し
て
、
都
道
府
県

等
が
運
営
す
る
地
域
の
農
業
者
を
対
象
と
し
た
経
営

を
学
ぶ
場
で
あ
る
「
農
業
経
営
塾
」
を
数
多
く
受
託

し
て
い
る
。

こ
れ
は
農
業
者
教
育
を
通
じ
、
自
治
体
と
の
関
係
強

化
や
自
社
の
企
業
価
値
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
は
、
１
４
地
域
で
１
７
コ
ー
ス
を
受
託
し

て
い
る
。

「
農
業
経
営
塾
」
の
基
本
的
な
運
営
方
針
は
、
各
自
治

体
が
事
前
に
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
志
を
持
っ

て
自
ら
決
断
す
る
経
営
者
と
な
る
人
材
の
育
成
と
発
掘

が
で
き
る
よ
う
、
自
治
体
に
建
設
的
な
提
案
を
し
な
が

ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
共
に
作
り
上
げ
て
い
る
。

講義の中で思いを伝えている熊本代表

ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
㈱
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
経
営
講
座

（
経
営
理
念
、
経
営
戦
略
、
財
務
、
労
務
等
）と
外
部
講
師
に

よ
る
講
座
を
設
け
る
こ
と
で
、
受
講
生
が
自
ら
考
え
、
未
来

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
「経
営
者
」と
な
れ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
い
る
。

経
営
者
と
な
れ
る
講
座

受講生によるグループディスカッションの様子



の
習
得
に
励
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
想
力
を
養
う
た
め

に
は
、
刺
激
に
な
る
情
報
や
志
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

農
業
経
営
者
や
他
産
業
の
経
営
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
非
常

に
効
果
が
あ
り
、
農
業
経
営
に
対
し
て
時
間
と
労
力
を
き
ち

ん
と
か
け
る
こ
と
で
で
、
農
業
経
営
は
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て

い
く
余
地
が
あ
る
。

社
会
情
勢
や
事
業
環
境
の
変
化
な
ど
に
応
じ
て
、
ア
グ
リ
コ

ネ
ク
ト
㈱
自
体
も
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
き
た
い
し
、
農
業

を
発
展
さ
せ
社
会
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
農
業
経
営
者
と
共

に
様
々
な
志
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
（熊
本
代

表
談
）。
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こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
県
で
は
自
主
的
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
㈱
は
、
『農
業
の
発
展
に
努
め
、
豊
か
な
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。
自
分
だ
け
が
儲
か
れ
ば
い
い
と
い
う

発
想
で
は
な
く
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
。
社
会
の
役
に

立
ち
た
い
。
そ
ん
な
、
意
志
あ
る
事
業
家
が
増
え
て
い
け
ば
、

地
域
が
活
気
づ
く
。
社
会
が
活
気
づ
く
。
農
業
の
力
は
、
社
会

全
体
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
愚
直
に
信

じ
る
集
団
。
』と
し
て
、
農
業
者
の
情
熱
や
意
欲
を
引
き
出
し

て
い
く
こ
と
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
状
で
も
う
十
分
だ
と
思
っ
て
い
る
農
業
経
営
者
も
い
る
中

で
、
経
営
理
念
を
持
ち
経
営
目
標
を
設
定
す
る
知
識
と
能
力

アグリコネクト株式会社

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

経営理念

東京都江東区青海２-７-４
ｔｈｅ ＳＯＨＯ９２３

代表取締役 熊本 伊織

２０１３年３月

非公開

役員４名、正社員１５名、常勤パート１８名

農業の発展に努め、豊かな社会づくりに貢献
する

経営コンサルティング事業、Webメディア
事業

事業内容

卒
塾
後
の
自
主
的
な
取
組

卒
塾
後
も
経
営
発
展
に
向
け
た
取
組
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
肝
要
で
あ
り
、

卒
塾
生
同
士
が
励
ま
し
あ
い
、
相
談
で
き
る
よ
う
な
繋

が
り
が
大
切
だ
と
考
え
、
ま
た
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
持
続
的
に
活
動
す
る
た
め
に
は
、
ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト

が
主
導
す
る
形
で
は
な
く
、
卒
塾
生
に
よ
る
自
主
的
な

取
組
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
思
い
を
受
け
た
卒
塾
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る
か
、
地
域
の
近

況
な
ど
を
共
有
で
き
る
場
を
主
体
的
に
設
け
て
お
り
、

こ
う
し
て
で
き
た
県
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
さ
ら
に

発
展
し
て
全
国
卒
塾
生
交
流
会
が
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
の
農
業
経
営
塾
の
卒
塾
生
の
中
に
は
、
他

の
農
業
経
営
塾
の
講
師
と
し
て
登
壇
し
て
い
る
者
も
い

る
な
ど
、
経
営
発
展
し
た
農
業
者
が
農
業
の
発
展
に
貢

献
す
る
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

自
治
体
で
完
結
で
き
る
取
組
の
構
築

事
業
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
等
が
そ
の
管
内
で
人
材

育
成
が
完
結
で
き
る
よ
う
留
意
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
１
年
間
な
ど
の
研
修
期
間
を
通
じ
て
、

研
修
を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
な
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
設
計
、
現
地
視
察
会
な
ど
の
進
行
管
理
や
研
修
で

学
ぶ
べ
き
内
容
の
棚
卸
と
整
理
に
つ
い
て
、
自
治
体
と

緊
密
に
連
携
し
て
、
農
業
経
営
塾
を
運
営
し
て
い
る
。

平成28年以降に実施した主な事例

・みやざき次世代農業リーダー養成塾

・信州農業MBA研修

・埼玉農業経営塾

・さが農業経営塾

・愛知農業次世代リーダー塾

・京都農人材育成センター研修

・わかやま農業MBA塾／わかやま農業経営塾

・新潟県版農業経営塾

・岐阜農業経営学院

・茨城県 リーダー農業経営者育成講座

・鹿児島県 農業経営革新ヒジネ゙スプラン作成講座

・ひろしま農業経営者学校

・おおいた農業ステップアップカレッジ

・くまもと農業リーダー養成ラボなど



大
手
銀
行
系
コ
ン
サ
ル
事
業
者
に
よ
る
取
組
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三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
社
会
経
済
や

政
策
研
究
の
成
果
を
生
か
し
た

県
内
ト
ッ
プ
を
目
指
す
農
業
経
営
者
向
け
研
修

（
東
京
都
）



人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

売
上
額
１
０
億
円
以
上
を
目
指
す
農
業
経

営
者
を
育
成
す
る
た
め
、
「
信
州
農
業
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｂ
Ａ
研
修
」
と
し
て
経
営
に
必
要

な
座
学
及
び
視
察
を
内
容
と
す
る
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

長
野
県
で
は
、
売
上
額
３
千
万
円
を
超
え
る
農
業

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
２
４
年
度

か
ら
「
信
州
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
研
修
」
を
実
施
し
、
多
く
の
若

手
農
業
者
を
育
成
し
て
き
た
。

県
内
の
農
業
経
営
者
ト
ッ
プ
層
を
育
成
す
る
こ
と
で

県
内
の
農
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
令
和
４
年

度
に
新
た
な
視
点
で
自
社
の
経
営
発
展
計
画
を
作
成
し
、

県
の
農
業
生
産
と
地
域
農
業
を
支
え
る
売
上
額
１
０
億

円
以
上
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
な
農
業
経
営
体
の
輩
出
を

目
指
す
「
信
州
農
業
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｂ
Ａ
研
修
」
を

県
が
立
ち
上
げ
、
こ
の
事
業
を
当
社
が
受
託
し
た
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
も

行
っ
て
き
た
他
産
業
経
営
者
ト
ッ
プ
層
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
経
験
等
を
活
か
し
、
事
業
を
運
営
し
て
い
る
。

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
」
と
い
う
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
事
前
に
受
講
対
象
と
な
る
農
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
結
果
、
ヒ
ト
と
カ
ネ
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
び
た
い
と

い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
従
い
、

①
講
師
は
そ
の
属
性
を
農
業
に
限
定
し
な
い
こ
と
、

②
現
場
の
経
営
者
の
生
の
声
を
聞
け
る
場
を
用
意
す
る
こ
と

の
２
点
を
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
知
識
面
の
理
屈
を
説
明
で

き
る
講
師
を
配
置
し
て
い
る
。

研
修
の
最
後
に
は
、
自
ら
の
経
営
発
展
プ
ラ
ン
を
作

成
・
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
参
加
者
や
長

野
県
関
係
者
に
加
え
、
投
資
家
の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え

る
場
を
設
け
て
い
る
。

農
業
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
研
修

ビ
ジ
ョ
ン
構
築
や
経
営
分
析
と
い
っ
た
経
営
者
に
必
要
な

知
識
を
習
得
す
る
講
義
と
、
説
明
時
間
の
２
．
５
倍
の
時
間

を
と
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
、
先
進
農
業
生
産
法

人
視
察
を
盛
り
込
ん
だ
充
実
し
た
講
座
を
提
供
す
る
た
め

受
講
者
数
を
絞
り
、
長
野
県
農
業
界
の
ト
ッ
プ
層
向
け
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

受
講
者
要
件
は
、
長
野
県
内
で
お
お
む
ね
１
０
年
以
上
の

農
業
経
験
年
数
を
有
し
、
売
上
額
が
約
５
千
万
円
以
上
の

４
０
歳
代
ま
で
の
農
業
経
営
者
と
し
て
い
る
。

初
め
て
の
取
組
で
あ
っ
た
た
め
、
右
記
の
要
件
に
照
ら
し
て
、

長
野
県
の
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
対
象
と
な

る
経
営
者
を
中
心
に
募
集
し
、
令
和
４
年
の
受
講
者
数
は
ほ

ぼ
定
員
ど
お
り
の
１
０
名
で
、
現
経
営
者
が
９
名
、
翌
年
に
経

営
継
承
予
定
者
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

講
義
課
題
の
考
察
を
重
視

長
野
県
内
の
農
業
者
が
受
講
し
や
す
い
よ
う
１
１
月

中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
５
か
月
間
で
全
６
回
（
個
人

負
担
の
受
講
費
５
万
円
）
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。
基
本
的
に

は
月
に
１
回
ず
つ
の
講
義
と
し
て
お
り
、
毎
回
「
自
社
の
経

営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
想
」
や
「
自
社
の
経
営
分
析
」
と
い
っ

た
課
題
を
出
題
し
、
受
講
者
が
課
題
に
じ
っ
く
り
取
り
組

む
時
間
を
考
慮
し
て
い
る
。

他
産
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
も
取
り
込
ん
だ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
「
経
営
ト
ッ
プ
層
の
育
成
に
お
い
て

は
、
農
業
だ
か
ら
特
別
と
い
う
こ
と
は
ご
く
一
部
で
、
８

～
９
割
は
ど
の
産
業
も
共
通
で
あ
る
。
特
別
な
こ
と
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
す
ぐ
に
生
産
す
る

カリキュラムの全体像

第１回 ビジョン構築（講義）

経営戦略（講義）

第２回 先進施設園芸事例（講義）

先進農業法人の生産施設・設備見学

第３回 マーケティング戦略（講演）

新規事業（講義）

第４回 経営分析（講義）

経営分析（グループワーク）

第５回 組織・人材（講義）

組織人材（グループワーク）

第６回 経営発展プラン（発表会）

投資家他からのフィードバックあり

※各回提示される課題に基づき発表資料を

作成
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ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
を
設
け
た
講
義

本
研
修
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
講
義
１
回
あ
た
り
の
講

義
時
間
が
８
時
間
以
上
と
長
丁
場
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、

説
明
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
の
時
間
と
し
て
お
お
よ
そ
２
時
間
程

度
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
の
時
間
と
し
て

お
お
よ
そ
５
時
間
程
度
を
設
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ
は
各
回
の
説
明
に
関
連
し
た

も
の
と
し
て
お
り
、
説
明
後
に
は
説
明
内
容
に
関
連
し
た
課

題
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
新
規
事
業
に
つ
い
て
、
実
際
の
企
業
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
基
づ
い
て
講
義
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
内
容
を

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
う
え
で
、
各
チ
ー
ム
の
考
察
を
発
表

し
て
い
く
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
カ
ネ
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
経
営
状
態
を
財
務

デ
ー
タ
か
ら
判
断
す
る
手
法
と
し
て
財
務
指
標
の
扱
い
方
や

財
務
指
標
か
ら
読
み
解
く
説
明
を
行
っ
た
後
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
自
社
の
経
営
分
析
を
行
う
。

ヒ
ト
に
関
わ
る
内
容
と
し
て
、
経
営
戦
略
を
実
現
す
る
組

織
体
系
、
人
材
採
用
か
ら
定
着
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
に
対
す
る

考
え
方
、
経
営
継
承
に
向
け
た
後
継
者
育
成
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
説
明
と
自
社
の
目
指
す
組
織
体
系
を
構
想
す
る
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
う
。

視
察
研
修
の
際
に
は
、
前
半
に
視
察
先
に
関
す
る
先
進

施
設
事
例
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
施
設
園
芸
に
関
す
る

知
識
や
考
え
方
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
そ
の
後
、
長
野
県
近
郊

で
売
上
額
１
０
億
円
以
上
を
達
成
し
て
い
る
条
件
で
選
定

し
た
先
進
農
業
生
産
法
人
視
察
へ
向
か
う
。

そ
の
場
で
、
視
察
先
法
人
か
ら
そ
の
法
人
の
理
念
や
こ
れ
ま

で
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
。

そ
の
他
に
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
経
営
戦
略
な
ど
の
講

義
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
は
受
講
生
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
講
座
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

講義の様子

グループワークの様子現地視察の様子



人
材
育
成
に
関
す
る
相
談
先
に
な
り
得
る
た
め
、
他
産
業
と

の
交
流
が
今
後
の
経
営
人
材
育
成
に
は
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と

ロ
ー
カ
ル
に
関
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
予
定
で
、
海
外
進
出

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
地
元
の
長
野
の
販
売
関
係
に
取

り
組
ん
で
い
る
企
業
と
の
交
流
を
考
え
て
い
る
。
他
の
主
要

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変
更
せ
ず
、
今
ま
で
よ
り
内
容
を
充
実

さ
せ
て
実
施
す
る
予
定
だ
。
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農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
経
営
者
の
多
く

は
多
忙
な
作
業
者
で
あ
り
、
営
農
類
型
問
わ
ず
、
体
系
立
て

て
経
営
を
勉
強
す
る
時
間
や
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
ま
た
、
育
成
を
任
せ
ら
れ
る
人
材
が
不
足
し
た
り
、
育

成
に
関
す
る
相
談
先
が
な
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

売
上
額
１
０
億
円
以
上
を
目
指
す
た
め
に
は
、
農
業

経
営
者
は
他
産
業
の
経
営
者
と
同
様
の
知
識
（
例
え
ば
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
に
関
す
る
知
識
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
知
識
）
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
中
小
企
業
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
（例
え
ば
、

Ｊ
Ａ
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
）か
ら
経
営
や
人
材
育
成
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
な
ど
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
。

そ
の
情
報
提
供
の
中
で
こ
う
い
っ
た
講
座
に
参
加
す
る
必
要

性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
経
営
者
育
成
を
進
め
る

こ
と
と
並
行
し
て
日
頃
の
農
作
業
を
任
せ
ら
れ
る
人
材
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

農
業
界
は
異
業
種
の
方
と
の
交
流
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
が
あ
り
、
他
産
業
、
異
業
種
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
た
り
、

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

企業理念

東京都港区虎ノ門５-１１-２

代表取締役社長 池田 雅一

１９８５年１０月

２１，９５５百万円（２０２３年３月期）

常勤役員３２名、正社員９６０名、嘱託５９名
契約社員５１名、常勤パート６名

Humanismに立脚し、RomanticismとRealismの両立を
目指す

コンサルティング事業、シンクタンク事業事業内容

投
資
家
と
意
見
交
換

卒
業
発
表
の
資
料
は
、
毎
回
講
義
の
後
に
出
さ
れ
る

課
題
（
全
部
で
５
課
題
）
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
講
義
内
で
作
成
す
る
時
間
は
設
け

て
お
ら
ず
、
研
修
の
最
終
回
で
発
表
す
る
。

持
ち
時
間
は
一
人
３
０
分
と
し
て
、
半
分
が
発
表
時
間

で
、
残
り
時
間
は
意
見
交
換
や
投
資
家
か
ら
は
出
資
可

否
を
含
め
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

「
緊
張
す
る
場
面
で
、
様
々
な
立
場
の
者
と
意
見
交
換

で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
」
「
参
加
者
の

「
熱
」
も
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
の
が
体
感
で
き
た
」
な
ど

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
体
験
で
き
る
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
い
る
。

最終回の発表と意見交換の様子

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

受
講
期
間
中
に
質
問
や
相
談
に
応
じ
る
時
間
を
設
け
、

宿
題
と
な
っ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
の
相
談
の
ほ
か
、
主
に

メ
ー
ル
で
経
営
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
受
講
後
は
、

卒
業
生
の
会
を
つ
く
り
、
令
和
５
年
度
の
受
講
生
と
の
交
流

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

（Philosophy）



地
方
銀
行
に
よ
る
取
組
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株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行

地
方
銀
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

企
業
的
農
業
経
営
力
が
学
べ
る
研
修

（
山
梨
県
）



バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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原
価
を
把
握
し
て
販
売
先
と
価
格
交
渉
を
行
え
る
農
業

者
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
材
料
費
以
外
に
人
件
費
や
運

搬
費
等
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
経
営
に
必
要
な
科
目
を

開
講
し
て
い
る
。

令
和
２
年
以
前
は
、
重
要
な
科
目
で
あ
る
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
生
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
複
数
回
講
義
が
あ
る
な
ど
、
科
目

ご
と
に
濃
淡
を
つ
け
た
ほ
ぼ
１
年
間
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
令
和
３
年
か
ら
は
、
受
講
生
が
最
後
ま
で
受
講
で

き
る
よ
う
受
講
期
間
を
短
縮
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１
回
ず
つ
、
最
新
事
例
研
究
２
回

の
合
計
６
回
と
な
っ
た
。

講
義
回
数
が
減
少
し
て
も
、
目
指
す
べ
き
人
材
像
は
不
変

で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
同
じ
講
師
が
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
講
義
を
対
応
し
、
受
講
期
間
中
は
質
問
可
能
な
体
制

を
意
識
し
た
。
ま
た
、
原
価
を
把
握
す
る
能
力
を
育
成
す
る

た
め
に
、
令
和
４
年
以
降
は
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
販
路

選
択
、
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
管
理
に
そ
の
内
容
を

組
み
込
ん
だ
ほ
か
、
販
売
先
と
価
格
交
渉
を
行
え
る
人
材

へ
育
成
す
る
た
め
に
、
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
販
売
促
進
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
人
材
育
成
に
講
師
の
実
例
を
伝
え

る
場
と
し
て
い
る
。

事
例
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
は
実
際
に
視
察
し
て
い
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
当
行
が
事
前
に
受
講
者
か
ら
講
師
へ
の
質
問
等
を

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

企
業
的
農
業
経
営
者
養
成
を
目
的
と
し
た
研
修

新
し
い
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
や
６
次
産
業
化

を
推
進
す
る
経
営
能
力
を
習
得
し
、
地
域

資
源
の
有
効
的
活
用
と
地
域
農
業
の
活
性

化
を
目
指
し
、
原
価
を
把
握
し
て
販
売
先

と
価
格
交
渉
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
運
営
し

て
い
る
。

「
農
業
に
お
い
て
も
原
価
を
把
握
し
た
う
え
で
、
栽
培

作
物
の
販
売
価
格
を
決
定
し
、
価
格
交
渉
を
販
売
先
と

行
え
る
企
業
的
農
業
経
営
者
」
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業

経
営
に
特
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
経
験
豊
富
な

農
業
企
業
経
営
者
に
よ
る
座
学
研
修
に
加
え
て
、
農
業
経
営

者
等
に
よ
る
最
新
事
例
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
２
３
年
に
農
林
水
産
省
の
農
業
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
を
育

成
す
る
た
め
の
事
業
を
受
託
し
た(

株)

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
が
中

心
と
な
っ
て
山
梨
学
院
大
学
及
び
当
行
へ
連
携
を
呼
び
掛
け

て
当
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
た
。

開
講
当
初
は
、
大
学
と
共
同
で
作
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

基
づ
き
、(

株)

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
田
中
代
表
が
中
心
講
師
と

し
て
、
受
講
生
が
作
成
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
指
導
す
る

形
式
で
あ
っ
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
を
経
て
、
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
の
研
修
が
増
え
て
い
っ
た
。
令
和
２
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に

切
り
変
わ
り
、
引
続
き
、
現
在
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
同
年
に
当
行
と
静
岡
銀
行
の
間
で
「
静
岡
・

山
梨
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
包
括
的
な
業
務
協
定
）
」
を
締
結
し
た

た
め
、
当
ス
ク
ー
ル
は
静
岡
銀
行
と
の
共
催
と
な
っ
た
。

農
繁
期
を
避
け
た
受
講
期
間
の
設
定

令
和
２
年
以
前
の
受
講
期
間
は
、
４
月
か
ら
２
月
ま
で
の

期
間
で
１
２
回
の
講
座
と
課
外
講
座
１
回
の
合
計
１
３
回

（
受
講
定
員
数
：
５
０
名
程
度
、
受
講
費
用
４
万
２
千
円
）
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
受
講
者
が
繁
忙
期
に
受
講
で
き
な
く
な

る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、
県
内
の
農
業
（
主
に
桃
・
ブ

ド
ウ
）
の
繁
忙
期
を
考
慮
し
て
、
農
業
者
が
受
講
し
や
す
い

５
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
に
受
講
期
間
を
変
更
し
て
お
り
、

そ
の
期
間
で
全
６
回
（
受
講
定
員
数
：
４
０
名
、
受
講
費

用
：
３
万
３
千
円
）
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。
受
講
期
間
の
変

更
や
短
縮
に
よ
っ
て
、
研
修
を
受
け
た
内
容
が
そ
の
年
度
の

農
業
経
営
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
行
が
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

開
講
当
初
の
受
講
者
属
性
は
、
食
品
関
係
業
者
や
食
品

加
工
業
者
、
食
品
仕
入
れ
業
者
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
食
品
関

連
企
業
の
受
講
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
は
農
業
経
営
を

強
化
し
た
い
農
業
経
営
者
に
加
え
て
、
「
独
立
す
る
た
め
に

学
び
た
い
」
、
「
栽
培
技
術
で
は
な
く
農
業
経
営
を
学
び
た

い
」
と
い
う
農
家
、
農
業
参
入
に
つ
い
て
学
び
た
い
栽
培
研

修
生
や
農
業
へ
参
入
す
る
意
思
の
あ
る
他
産
業
の
企
業
経

営
者
と
多
様
化
し
て
い
る
。
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収
集
す
る
と
い
っ
た
準
備
を
行
う
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
も
活
発
な
講
義
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
講
話
が
で
き
る
講
師
を
令
和
２
年
以
前
は
山
梨

県
内
か
ら
招
聘
し
て
い
た
が
、
令
和
３
年
か
ら
は
各
科
目
１

回
ず
つ
の
講
義
回
数
と
な
り
、
的
確
に
受
講
生
に
内
容
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
講
師
を
選
定
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
へ
の
移
行
と

令
和
３
年
度
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
締
結
を
契
機
と
し
て
受
講

生
が
静
岡
県
か
ら
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

全
国
的
な
視
点
で
講
話
が
で
き
る
講
師
を
選
定
し
て
講
座

運
営
を
し
て
い
る
。

カリキュラムの概要

オンライン形式（ZOOM）にて開催

各回18:30～20:30

第１回 経営マネジメント

経営戦略、経営方針、経営目標、ビジネスモデル

第２回 流通マネジメント

マーケティング、商品企画、販路選択、販売促進

第３回 人材マネジメント

人材育成、組織開発、人材採用、労務管理

第４回 財務マネジメント

経営管理、財務会計入門、管理会計入門

第５・６回 事例研究

農業法人ならびに農業者の取組

令
和
２
年
以
前
は
、
当
行
に
事
務
局
を
置
く
や
ま
な
し

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
連
絡
会
（
入
会
費
・
会
費
無
料
）
に
よ

る
会
員
相
互
の
交
流
機
会
の
提
供
や
情
報
提
供
の
支
援

を
行
っ
て
い
た
。
受
講
生
は
本
会
へ
の
入
会
が
要
件
と
な
っ

て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
受
講
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拡
大
・
受
講
生
同
士
の
情
報
提
供
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

受
講
生
と
取
引
先
を
つ
な
ぐ

経
営
拡
大
に
向
け
た
支
援 講義の様子

受
講
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

受
講
生
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
、
独
立
就
農
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
、

異
業
種
か
ら
農
業
参
入
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

山
梨
県
内
の
全
市
町
村
に
お
い
て
「産
業
競
争
力
強
化
法
に

基
づ
く
創
業
支
援
事
業
計
画
」の
特
定
創
業
支
援
事
業
で
あ

り
、
全
講
座
を
受
講
す
れ
ば
、
株
式
会
社
設
立
時
の
登
録
免

許
税
が
減
免
さ
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
た
め
当
ス
ク
ー
ル
は
、
銀
行
の
取
引
先
へ
の
営
業

ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
や
取
引
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
受
講
生

は
課
外
授
業
と
し
て
「
や
ま
な
し
の
食
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」
（
自
由
参
加
）
に
参
加
で
き
、
そ
こ
で
は
、
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
受
講
生
専
用
ブ
ー
ス
で
、
食
品
バ
イ

ヤ
ー
等
に
対
し
て
生
産
・
販
売
す
る
商
品
の
商
談
・
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
の
制
限
も
あ
り
、
令
和
３
年
か

ら
は
、
当
行
の
経
営
者
向
け
支
援
施
策
で
あ
る
「
山
梨

ち
ゅ
う
ぎ
ん
・
経
営
者
ク
ラ
ブ
」
（
入
会
金
無
料
・
年
会

費
３
万
８
千
５
百
円
）
と
い
う
組
織
を
活
用
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
農
業
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
業
種
の

経
営
者
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
る
組
織
の
た
め
、
会
員

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
階
層
別
セ
ミ
ナ
ー
の

提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
お
り
、
修
了
生

に
は
加
入
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
て
ク
ラ
ブ
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
経
営
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
も
実

施
（
全
７
回
で
３
万
８
千
円
）
し
て
い
る
。



農
業
技
術
的
な
実
地
研
修
と
の
組
み
合
わ
せ
提
供
が
難
し
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
銀
行
・Ｊ

Ａ
・そ
の
他
農
業
関
係
機
関
の
よ
り
一
層
の
連
携
が
求
め
ら

れ
る
。
最
近
で
は
Ｍ
＆
Ａ
や
農
業
参
入
の
相
談
が
あ
り
、
こ
う

し
た
案
件
は
Ｊ
Ａ
よ
り
も
民
間
銀
行
に
情
報
が
集
ま
り
や
す

い
。
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
強
み
を
生
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
情
報
を
共
有
し
て
、
共
通
の
目
標
で
地
域

課
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。
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農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
育
成
を
担
う
社
内

人
材
や
社
内
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、
育
成

に
要
す
る
資
金
も
負
担
で
き
な
い
こ
と
等
が
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

特
に
、
育
成
に
関
す
る
資
金
不
足
と
い
う
点
で
は
、
従

業
員
に
対
し
て
社
費
で
研
修
を
受
け
さ
せ
る
と
い
う
組

織
や
法
人
が
少
な
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
者
自
身
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
専
念
し
よ
う

と
い
う
基
本
的
な
認
識
の
あ
る
者
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
受
講
生
は
、
個
人
・
法
人

共
に
経
営
者
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
対
す
る
意

識
が
高
く
、
今
後
の
山
梨
県
内
の
農
業
界
で
重
要
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。

他
産
業
と
比
較
し
て
、
農
業
経
営
者
は
、
農
作
業
が

多
忙
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
人
材
育
成
の
優
先
順
位
が

低
位
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
で
重
要
な
こ
と
は
、
役
割
分
担

を
進
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
栽
培

な
ど
の
現
場
仕
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
法
や
管
理
に

つ
い
て
担
当
者
を
育
成
・
指
導
し
、
一
定
水
準
ま
で

引
き
上
げ
た
う
え
で
、
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

幹
部
候
補
生
に
は
、
そ
う
い
っ
た
農
業
管
理
を
経
営
者

に
代
わ
っ
て
行
う
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
は
、
様
々
な
機
関
が
実

施
し
て
い
る
研
修
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
が
、
農
業
の
研
修
事
業
は
、
座
学
的
な
経
営
研
修
と

株式会社山梨中央銀行

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

企業理念

山梨県甲府市丸の内１‐２０‐８

取締役頭取 古屋 賀章

昭和１６年１２月１日（創業１８７４年）

６０，５５２百万円

役員２６人、正社員１，６２３人、
常勤パート６３８人

地域密着と健全経営

金融業、銀行業事業内容

活躍する受講生

パーパス 山梨から豊かな未来をきりひらく

（存在意義）

山梨県大月市
営農類型：生食用ぶどう
栽培（シャインマスカット）

アグリビジネススクール２
０２３卒業生

自身の独立をめざして山
梨市の（株）アグベルにて
栽培技術を学んでいる。
（長野県出身）



公
益
財
団
法
人
に
よ
る
取
組
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公
益
財
団
法
人

い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援
機
構

就
農
希
望
者
か
ら
プ
ロ
農
業
者
ま
で
県
内
農
業
に
携
わ
る

人
材
育
成
（
新
規
就
農
、
経
営
強
化
な
ど
）
研
修

（
石
川
県
）



講
義
・演
習
と
先
進
農
家
に
学
ぶ
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令
和
５
年
度
の
受
講
生
は
、
「
経
営
革
新
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
が
６
名
、
「
経
営
強
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
が

４
名
で
あ
り
、
大
規
模
な
担
い
手
の
後
継
者
や
農
業
法
人

の
幹
部
候
補
な
ど
３
０
代
か
ら
４
０
代
の
若
手
農
業
者
が

大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
受
講
料
に
つ
い
て
は
、
機

構
が
国
や
石
川
県
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
い

ず
れ
の
研
修
も
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
負
担
は
あ

り
。
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
講
座
は
、
受
講
者
が
集
合
し
て
行
わ
れ
る
講

義
・演
習
と
先
進
的
な
農
業
経
営
の
視
察
（１
回
）で
構
成

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

担
い
手
向
け
の
経
営
強
化
等
の
講
座

就
農
等
希
望
者
か
ら
担
い
手
ま
で
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修
を
行
う
「
い
し
か
わ

耕
稼
塾
」を
運
営
し
て
い
る
。

担
い
手
向
け
に
は
経
営
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
等
の
講
座
、
財
務
管
理
や
人
材
育

成
・労
務
管
理
等
の
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
就
農
等
希
望
者
向
け
に
は
栽
培
技

術
な
ど
の
受
講
生
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
段
階

別
の
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

現
役
農
業
者
向
け
に
は
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
経
営
革
新
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
材

確
保
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
テ
ー
マ
別
に
７
つ
の
講
座

を
実
施
し
て
い
る
。

農
業
者
の
発
展
段
階
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
受
講
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
座
学
、
演
習
、
実
習
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
５
７
年
９
月
に
中
核
農
家
へ
の
支
援
、
担
い
手
の
確

保
に
取
組
む
た
め
（
財
）
石
川
県
農
業
振
興
担
い
手
育
成

基
金
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
２
１
年
４
月
、
石
川
県
が

策
定
し
た
「
い
し
か
わ
の
農
業
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
幅
広
い
農
業
人
材
の
育
成
・
確
保
、
経
営
の
多
角
化

な
ど
農
業
支
援
に
関
す
る
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
（
財
）
い
し
か
わ
農
業
人
材
機
構
に
改
組
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
平
成
２
６
年
７
月
に
は
、
人
材
育
成
・
確
保
に

加
え
、
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
、
農
地
中
間
管

理
事
業
、
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
収
益
性
向
上
事
業
を

新
た
に
設
け
、
農
地
の
斡
旋
・
確
保
、
経
営
の
効
率
化
ま
で

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
農
業
の
総
合
窓
口
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

次
代
を
担
う
経
営
者
を
対
象
に

７
つ
の
講
座
の
う
ち
経
営
強
化
に
力
点
を
置
い
た
講
座

は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
若
手

農
業
者
を
主
な
対
象
と
し
た
「
経
営
革
新
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
（
定
員
１
０
名
）
」
と
従
業
員
が
い
る
又
は
雇
用
を

検
討
し
て
い
る
農
業
者
等
を
対
象
と
し
た
「
経
営
強
化

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
（
定
員
１
０
名
）
」
が
あ
る
。
両
講

座
と
も
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
月
１
～
２
回
程
度
、
各

回
３
時
間
程
度
の
講
義
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
全
１
６

回
、
後
者
は
全
１
０
回
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
講
座
を
受
講
す
る
た
め
に
は
、
石
川
県
の

出
先
機
関
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
農
業
者
で
あ
る
こ
と

が
基
準
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
機
構
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
県
普

及
指
導
員
Ｏ
Ｂ
で
、
県
の
出
先
機
関
の
管
轄
ご
と
に
１
名

配
置
）
や
普
及
指
導
員
が
農
業
経
営
者
、
後
継
者
や
農
業

法
人
幹
部
に
対
し
て
受
講
を
勧
奨
す
る
こ
と
で
応
募
し
て

く
る
こ
と
が
多
い
。

担い手向けの経営強化等のテーマ別講座

経営革新スキルアップコース
ビジネスプラン等作成により企業的経営感覚を養う

経営強化マネジメントコース
財務管理や雇用の高度なマネジメント手法を学ぶ

多様な人材確保コース
新規学卒者採用や外国人材活用について学ぶ

女性農業者活躍セミナー
女性の特性を活かした販売手法や商談スキルを学ぶ

石川型スマート農業実践研修
ドローン等の操作やトヨタの「カイゼン」を学ぶ

６次産業化研修
６次産業化の知識や商品開発のノウハウを学ぶ

需要対応型野菜づくり研修
市場ニーズに合った野菜生産・出荷方法を学ぶ

経
営
の
質
の
向
上

収
益
性
の
向
上



さ
れ
て
お
り
、
経
営
や
人
事
労
務
の
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
の
専
門
家
が
講
師
を
担
当
し
て
お
り
、
各
講
座
の
具
体

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
経
営
革
新
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」

企
業
的
経
営
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
経

営
管
理
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
、
ス
マ
ー
ト
農
業
活
用
等
）

及
び
財
務
管
理
（
経
営
分
析
、
原
価
計
算
等
）
を
中
心
と
し
た

講
座
の
ほ
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
）

や
地
域
と
農
村
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
事
例
に
基
づ
く
演
習
が
多
く
行
わ
れ
る
。

特
に
、
経
営
管
理
の
講
義
で
は
、
受
講
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
講
師
か
ら
指
導
を
受
け
、
検
討
を
深
め
た

上
で
発
表
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
実
践
的
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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な
が
ら
、
週
１
回
５
時
間
程
度
、
基
礎
的
な
技
術
・
知

識
を
学
ぶ
研
修
）
・
②
本
科
（
次
年
度
の
就
農
に
向
け
て
、

週
５
日
全
日
制
で
、
品
目
ご
と
の
栽
培
管
理
・
経
営
の

基
礎
を
学
ぶ
研
修
）
・
③
専
科
（
自
分
で
決
め
た
ペ
ー
ス

で
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
模
擬
経
営
を
行
い
、
経
営
感

覚
を
養
う
研
修
）
の
３
講
座
が
あ
る
。

一
方
、
農
業
経
験
の
浅
い
又
は
農
業
教
育
を
受
け
て

い
な
い
農
家
子
弟
等
に
は
、
④
実
践
科
（
品
目
別
の
基

礎
知
識
・
栽
培
技
術
を
月
２
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ

研
修
）
を
設
け
て
お
り
、
受
講
者
の
農
業
経
験
や
知
識

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
は
、
年
齢
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
受
講

希
望
者
自
身
で
農
業
経
験
レ
ベ
ル
を
勘
案
し
て
、
い
ず
れ
か

の
研
修
を
選
択
し
て
応
募
し
、
機
構
が
入
塾
申
込
書
と
作
文

の
審
査
及
び
面
接
に
よ
る
選
考
を
行
っ
て
受
講
者
を
決
定
し

て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
受
講
者
数
は
合
計
４
４
人
と
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
職
業
の
者
が
受
講
し
て
い
る
。

就
農
希
望
者
を
育
成
す
る
段
階
別
研
修

こ
う
し
た
農
業
者
を
対
象
と
し
た
講
座
以
外
に
も
、
就
農

希
望
者
や
農
業
経
験
の
浅
い
者
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の

講
座
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

就
農
希
望
者
向
け
に
は
、
①
予
科
（
他
の
職
で
働
き

②
「
経
営
強
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人

が
育
ち
定
着
す
る
組
織
づ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（コ
ー
チ

ン
グ
ス
キ
ル
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
等
）、
問
題
解
決
的
思
考

法
、
採
用
力
向
上
及
び
労
務
管
理
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
務
管
理
や
先
進
的
な
農
業
経
営

の
視
察
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
。

進
化
し
続
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

機
構
が
企
画
・運
営
し
て
い
る
講
座
は
、
講
義
後
に
提
出
さ

れ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
で
受
講
者
の
反
応
や
要
望
を
把
握
し

て
い
る
ほ
か
、
卒
塾
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
と
し
て

行
っ
て
い
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
担
当
地
域
の
巡

回
時
に
も
意
見
等
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
者
に
は
当
県
農
業
法
人
協
会
の

会
員
も
多
く
、
機
構
が
事
務
局
を
し
て
い
る
県
農
業
法
人
協

会
の
役
員
や
卒
塾
し
た
会
員
に
も
意
見
を
聞
い
て
お
り
、
こ

う
し
た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
受
講
者
が
出
席
し
や
す
い
夜
間

講
座
、
人
材
確
保
コ
ー
ス
の
新
設
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

な
ど
、
経
営
力
強
化
等
に
向
け
た
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
進
化
を
続
け
て
い
る
。

受講者によるビジネスプランの発表

新規就農者研修の構成

就農に向けた研修 →→→→ 定着に向けた研修

①予科
（週１日、１年間）
働きながら基礎的
技術や知識を学ぶ

②本科
（全日制、１年間）
就農に向け品目ご
との経営の基礎を
学ぶ

③専科
（毎日、１～２年間）
独立就農に向け
模擬経営を行う

就
農

④実践科
（毎月2回、1年間）
就農後の定着
に向けて栽培
技術等を学ぶ



ま
た
、
家
族
だ
け
の
個
人
経
営
か
ら
多
数
の
従
業
員
が
い

る
大
規
模
法
人
経
営
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
人
材
や
育
成

方
法
も
異
な
る
た
め
、
定
型
的
な
育
成
は
難
し
い
。

こ
の
た
め
、
経
営
体
内
部
で
の
人
材
育
成
だ
け
で
な
く
、
他

産
業
に
お
け
る
一
般
的
な
人
材
育
成
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
業
の
活

用
や
士
業
等
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
経
営
全
体
に

生
か
せ
る
よ
う
な
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

公益財団法人 いしかわ農業総合支援機構

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

石川県金沢市鞍月２‐２０
石川県地場産業振興センター新館４階

理事長 馳 浩

１９８２年９月

５０１百万円

常勤役員２名、正社員２４名、パート５名

石川県の農業・農村の振興と豊かな地域社会づくり
に寄与する。

経営理念

農村資源に関する相談及び情報提供、農業人材
を育成・確保、農業経営の発展等の支援、農産
物の生産等の支援、担い手への農地集積などの
事業

事業内容
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関
係
機
関
と
連
携
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

令
和
４
年
度
に
就
農
希
望
者
向
け
講
座
を
卒
業
し
た

３
１
名
は
、
独
立
就
農
１
８
名
、
雇
用
就
農
５
名
、
副
業

農
家
８
名
と
な
っ
て
お
り
、
研
修
中
か
ら
、
就
農
場
所

の
選
定
や
農
地
取
得
の
相
談
、
産
地(

Ｊ
Ａ
部
会
等)

や

有
力
農
家
へ
の
紹
介
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

研
修
中
に
お
け
る
技
術
・
知
識
の
習
得
状
況
や
受
講
生

の
性
格
な
ど
か
ら
適
切
な
就
農
形
態
を
助
言
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
受
講
生
の
特
性
に
あ
っ
た
形

で
就
農
で
き
て
い
る
。

活躍する卒塾生

天光浩昭さん

石川県金沢市

野菜経営（トマト）

就農を考え始めた頃か

ら、時折、友人の田畑で

農作業を手伝っていた

のですが、一度しっかり

と学んだ方がいいと助言

され、「いしかわ耕稼塾（本科）」に通いました。

技術やノウハウだけでなく、講師や県農林事務所の職員、塾ＯＢ

の農家など、今後の財産となる人とのつながりを得られたことが有

意義でした。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
人
材
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
労
務
管
理
・
人
材
育
成
の
知
識
、
課
題
解
決
力
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
能
力
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

造
と
あ
わ
せ
て
自
ら
の
経
営
が
地
域
で
ど
う
貢
献
し
て
い

く
か
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

多
く
の
農
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
経
費
よ
り
も
時
間

や
労
力
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
人
材
育
成
に
対
す
る

意
識
を
持
っ
て
い
て
も
実
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

大
規
模
な
経
営
で
従
業
員
が
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も

人
材
育
成
に
対
す
る
関
心
は
高
い
が
、
従
業
員
の
将
来
の

姿
を
描
き
、
計
画
的
に
育
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
自
ら
の
経
営
の
労
働

力
や
機
械
等
の
経
営
資
源
の
余
力
が
把
握
で
き
て
い
な
け

れ
ば
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
も
難
し
い
の
で
、
ま

ず
は
そ
こ
か
ら
始
め
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
機
構
の
講
座
を
受
講
し
た
者
に
対
し
て
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
定
期
的
に
巡
回
訪
問
し
て
相
談
に
乗
る
ほ
か
、

就
農
希
望
者
で
助
成
金
を
活
用
し
て
い
る
場
合
は
半
年
に
１

度
、
就
農
状
況
報
告
に
よ
り
経
営
状
況
を
把
握
の
う
え
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
修
中
の
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
が

構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
独
立
就
農
し
た
後
に

３
年
を
超
え
て
農
業
経
営
を
継
続
し
て
い
る
者
の
割
合

は
８
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。



公
益
社
団
法
人
に
よ
る
取
組
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公
益
社
団
法
人

ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構

県
内
農
業
を
牽
引
で
き
る
経
営
感
覚
に
優
れ
た

農
業
経
営
者
向
け
研
修

（
兵
庫
県
）



専
門
家
に
よ
る
現
地
で
の
経
営
状
況

カ
ル
テ
作
成
指
導
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農
業
情
勢
・経
営
計
画
作
成
・経
営
方
針
・事
業
戦
略
・経

営
者
哲
学
・労
務
管
理
・財
務
管
理
・資
金
管
理
・マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・ス
マ
ー
ト
農
業
・現
地
指
導
・現
地

視
察
の
１
３
科
目
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
受
講
料
は
１
人
あ

た
り
５
万
円
で
あ
る
。
１
科
目
あ
た
り
１
回
の
講
義
と
な
っ
て

お
り
、
全
１
３
回
講
義
は
、
（講
義
１
０
回
、
受
講
生
の
企
業

な
ど
を
訪
問
す
る
現
地
個
別
訪
問
・指
導
２
回
、
受
講
生
の

現
地
視
察
１
回
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

高
度
な
経
営
能
力
を
兼
ね
備
え
た
経
営
者
育
成

農
業
経
営
改
善
計
画
の
目
標
が
達
成
で

き
る
よ
う
、
加
工
や
直
売
な
ど
の
多
角

化
や
収
益
力
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
経
営
の
高
度
化
と
企
業
的
経
営
管

理
能
力
を
高
め
る
「
ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ

Ａ
塾
」
を
運
営
し
、
地
域
農
業
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
農
業
経
営
体
の
育
成
を

支
援
し
て
い
る
。

地
域
の
農
業
経
営
モ
デ
ル
と
し
て
牽
引
役
に
な
れ
る
企
業

的
感
覚
に
富
む
農
業
経
営
体
を
養
成
す
る
た
め
、
経
営
計
画

作
成
を
メ
イ
ン
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
労
務
・財
務
管
理
等

を
学
び
、
経
営
改
善
計
画
を
達
成
で
き
る
よ
う
農
業
経
営

を
専
門
と
し
た
人
材
養
成
塾
「ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
」を

運
営
し
て
い
る
。

県
内
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
全
国
平

均
よ
り
も
約
３
歳
高
く
、
１
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕

地
面
積
は
全
国
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
で

小
規
模
な
農
業
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
平
成
２
２
年
度
か
ら

県
内
の
農
業
生
産
力
の
向
上
及
び
地
域
の
牽
引
役
と

な
れ
る
企
業
的
経
営
感
覚
に
富
む
農
業
経
営
体
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
人
材
養
成
塾
と
し
て

「
ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
」
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
る
（
公
社
）
ひ
ょ
う
ご
農
林

機
構
発
足
を
契
機
に
現
在
の
運
営
体
制
と
な
っ
た
。

一
定
の
農
業
所
得
が
あ
る
厳
選
さ
れ
た
受
講
者

兵
庫
の
農
業
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
企
業
的
経
営
感

覚
に
富
ん
だ
経
営
改
善
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
た
め
受
講
者
を
厳
選
し
て
い
る
。

受
講
対
象
者
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
定
め
る
市

町
基
本
構
想
に
お
け
る
年
間
所
得
の
水
準
を
概
ね
達
成
し
て

い
る
５
５
歳
未
満
（法
人
構
成
員
で
な
い
場
合
）の
認
定
農
業

者
等
や
、
経
営
改
善
意
欲
が
あ
り
、
経
営
計
画
策
定
に
取
り

組
む
者
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
の
年

齢
制
限
は
な
い
が
、
代
表
者
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
に

限
定
し
て
お
り
、
一
般
社
員
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

受
講
申
し
込
み
の
時
に
は
、
各
市
町
に
設
置
し
て
い
る
地

域
農
業
再
生
（担
い
手
育
成
総
合
支
援
）協
議
会
に
申
込
書

を
提
出
先
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
申
込
者
が
受
講
対
象

者
と
し
て
先
述
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
地
域
農
業

再
生
協
議
会
が
確
認
し
、
主
催
者
へ
申
込
書
を
送
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
生
は
、
受
講
決
定
後
に
受
講
動
機

や
経
営
計
画
の
目
標
、
経
営
改
善
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
作

成
し
、
塾
開
講
日
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

講
義
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
講
義

時
間
は
１
科
目
９
０
分
で
１
日
に
２
か
ら
３
コ
マ
講
義
さ
れ
る
。

カリキュラムの概要

講義（10回）
農業情勢、経営計画作成（Ⅰ～Ⅲ）、経営方針、事業
戦略、経営者哲学、労務管理、財務管理、資金調達、
マーケティング、ブランディング、スマート農業
※第10回は経営計画発表・閉講式

現地個別訪問・指導（２回）
受講生を専門家が訪問し、経営の相談・助言、経営計
画の個別指導

現地視察（１回）
受講生の生産現場２カ所を視察し、相談や情報交換

受講生は、受講決定後に受講動機や経営計画の目標、経
営改善チェックリスト等を作成し、塾開講日に提出

こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
兵
庫
県
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
及
び
Ｊ
Ａ
兵
庫
中
央
会
な
ど
の
関
係
団
体
が
委
員
で
あ

る
検
討
委
員
会
で
毎
年
検
討
の
う
え
決
定
し
て
い
る
。
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計
画
作
成
に
関
し
て
同
じ
立
場
で
あ
る
他
の
受
講
生
と
意
見

交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
ヒ
ン
ト
を
入
手
し
て
い
る
。

講
義
に
は
経
営
計
画
策
定
の
手
順
、
自
社
の
将
来
像
の

明
確
化
や
将
来
の
経
営
計
画
作
成
と
並
行
し
て
、
自
社
の

経
営
状
況
カ
ル
テ
を
受
講
生
が
作
成
す
る
科
目
が
あ
る
。

こ
の
カ
ル
テ
は
、
直
近
年
の
収
支
の
状
況
、
作
目
別
の
生
産
量

と
売
上
高
、
経
営
の
状
況
や
相
談
内
容
を
記
載
す
る
も
の

で
、
ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

経
営
状
況
カ
ル
テ
作
成
の
過
程
で
出
て
き
た
問
題
点
や
課
題

に
つ
い
て
、
専
門
家
が
受
講
生
の
営
農
地
へ
訪
問
し
て
指
導

す
る
現
地
指
導
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

現
地
訪
問
は
、
受
講
生
の
生
産
現
場
を
２
回
の
講
義
で

２
か
所
を
、
全
受
講
生
で
訪
問
す
る
科
目
で
あ
る
。

発
表
会
は
、
経
営
計
画
の
発
表
を
１
人
１
０
分
と

し
、
質
疑
応
答
と
意
見
交
換
を
行
う
。
講
師
や
受
講
生

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
受
講
成
果
の
確
認

を
行
う
。
最
後
に
経
営
計
画
作
成
に
開
講
当
初
か
ら
の

科
目
を
担
当
さ
れ
て
い
た
講
師
２
名
か
ら
の
講
評
を

受
け
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。

経
営
計
画
の
発
表

現地訪問・指導の様子

経営計画発表の様子

普
及
指
導
員
を
中
心
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
の
修
了
生
は
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

が
指
導
す
る
対
象
者
と
な
っ
て
お
り
、
随
時
訪
問
し
て

経
営
の
状
況
を
確
認
し
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
普
及
指
導
員
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
修
了
生
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
計
画
の
課
題
に
応
じ
て
、
中
小
企
業
診
断
士
・社
会
保
険

労
務
士
・税
理
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
き
め
細
か
い
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

MBA受講後の新たな取り組み
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農業生産工程管理（ＧＡＰ）

ブランド化

法人化

６次産業化

農商工連携

ＭＢＡ塾受講生（平成22～30年度）へのアンケート調査
（29名回答）



さ
ら
に
、
今
後
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
課
題
へ
対
応
し
た
多
様
な
人
材
を

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
的
団
体
が
取
り
組
む
場

合
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ど

こ
に
重
点
を
置
き
、
直
接
支
援
で
き
な
い
経
営
体
を
ど

の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

と
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
就
農
相
談
、
農
業

体
験
、
就
農
準
備
、
就
農
と
一
連
の
就
農
ま
で
の
支
援

を
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
の
開

催
、
農
業
体
験
の
実
施
や
青
年
等
就
農
計
画
の
作
成
指

導
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仕
事
を
し
な
が
ら
農
業
に

興
味
が
あ
る
者
や
他
業
種
か
ら
転
職
で
就
農
し
た
い
方

に
対
し
て
、
就
農
す
る
た
め
の
知
識
・
生
産
技
術
を
指

導
す
る
基
礎
研
修
も
行
っ
て
お
り
、
農
業
生
産
力
確
保

に
注
力
し
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
者
は
、
環
境
の
変
化
へ
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
経
営
を
強
化
す
る

こ
と
に
加
え
、
社
会
貢
献
的
な
考
え
や
地
域
づ
く
り
の

視
点
を
持
つ
こ
と
で
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
大
事
に
な
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
人
材
の
育
成
を
す
る
た
め
に
は
、
伴
走
型

の
支
援
が
有
効
で
あ
る
た
め
、
伴
走
型
の
支
援
の
仕
組
み

の
強
化
や
支
援
で
き
る
人
材
の
育
成
強
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

就
農
か
ら
経
営
発
展
ま
で
希
望
者
に

応
じ
た
支
援
体
制

経
営
者
向
け
の
研
修
に
加
え
て
、
県
内
に
就
農
希
望

す
る
者
や
農
業
高
校
生
に
対
し
て
、
就
農
支
援
を
目
的

就農から担い手育成に係る支援施策体系

46

公益社団法人ひょうご農林機構

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

目指すこと

兵庫県神戸市中央区下山手通５‐７‐１８

理事長 寺尾 俊弘

２０２１年３月（創業：１９５３年８月）

非公開

役員６名、正社員６４名、常勤パート９１名

元気な農山村 豊かな森 持続可能な地域づくり

農村地域づくり・農業の担い手育成、農地の
有効活用の推進、農業委員会への支援、持続
可能な森林経営の実施、森林整備事業の推進

事業内容



農
林
水
産
省

令
和
５
年
度
経
営
発
展
・
就
農
促
進
委
託
事
業

(

受
託
者
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
プ
ロ
農
業
総
合
支
援
機
構)


